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 午前１０時００分 開  議 

 

○海老名 悟議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員24名であります。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は議事日程第３号により進めます。 

 

 

 

日程第１ 一般質問 

 

○海老名 悟議長 日程第１、一般質問を行います。 

  順次発言を許可します。 

  一つ、本市における受動喫煙防止対策について

外１点、６番山田富佐子議員。 

  〔６番山田富佐子議員登壇〕（拍手） 

○６番（山田富佐子議員） おはようございます。 

  公明クラブ山田富佐子です。いよいよ米沢にも

本格的な冬を迎えました。本日は傍聴に来てい

ただきました皆様、本当にありがとうございま

す。 

  先日行われた第６回議会報告会の中で議員定

数・報酬検討委員会の中間報告を行い、市民の

皆様より数々の御意見をいただきました。その

中で、議員の資質についての御意見もありまし

た。私は、一番大切なことは「ぶれないことで

ある」と思います。私が議員になろうとしたと

きの決意した思い、そして女性の視点・母親の

視点、看護師の経験を生かし、市民の目線に立

ち、一人の声を大切にする、そして市政に届け

ること、形にしていくことが私の使命だと考え

ております。市民の命、暮らし、未来を守るた

めに、本日、21回目の一般質問に立たせていた

だき、しっかりと提言をしてまいりたいと思い

ます。 

  中川市長、間もなく就任されて１年になろうと

されていますが、この間、市立病院精神科休診

の問題から始まり、国・県との連携を強くし、

数々の難題に精力的に取り組んでこられました。

どうか体調管理に十分配慮され、米沢という大

きな船のかじ取りとしてますます手腕を発揮さ

れることを御期待申し上げ、通告に従い質問を

行います。 

  １、本市における受動喫煙防止対策についてお

伺いをいたします。 

  喫煙による死亡者は年間13万人。他人が吸うた

ばこの煙を吸わされることを「受動喫煙」と定

義づけていますが、その受動喫煙による死亡者

は年間１万5,000人。合わせると約14万5,000人

がたばこの害により死亡しています。 

  たばこ税の税収は年間約２兆円、喫煙による医

療費の経済的損失は５兆から７兆円と試算され

ています。喫煙者が減れば、おのずと医療費の

抑制効果につながります。 

  本年10月、厚生労働省は受動喫煙の規制強化案

を出しました。医療機関や学校は敷地内の禁煙、

運動場や官公庁などは建物内の禁煙を義務化、

飲食店やホテルなどは、原則として喫煙室以外

は禁煙とし、煙が外に流れ出ないような喫煙室

の設置を求めています。そして、喫煙禁止場所

で注意してもたばこを吸い続けた個人や、禁止

場所に灰皿を置くなど受動喫煙の防止策を実施

しない施設管理者には罰則も科すこととなり、

規制が強化されています。 

  国際オリンピック委員会は、世界保健機構ＷＨ

Ｏとの共同で、2010年から「たばこのないオリ

ンピック」を開催、ロンドンやことし夏のリオ

オリンピックでは、法律でレストランなどを全

面禁煙としました。2020年の東京開催に向け、

受動喫煙を防止するため、法整備を含めた対策

の強化に動き出している現状です。 

  本市の公共施設における分煙対策と庁舎の分煙

対策の現状についてお伺いいたします。あわせ

て、庁舎には喫煙室の場所、何カ所設置されて

いるのかお伺いをいたします。 

  次に、民間施設における分煙対策についてお伺
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いいたします。 

  昨年５月、山形県では受動喫煙防止のための県

民大会を開催。吉村知事を先頭に、保育園児と

「けむけむイヤイヤ体操」を実演。山形受動喫

煙防止宣言を出しました。本年９月には、県内

の飲食店や宿泊、娯楽などの業界団体による受

動喫煙防止対策の連絡協議会総会が開催され、

店内や施設内の喫煙環境を客に知らせるステッ

カーを普及、推進することが決められました。 

  本市の民間施設における分煙対策の状況をお伺

いいたします。 

  次に、がんの教育・指導についてです。 

  先月、中学校の出前市議会で第七中学校に行き

ました。保健室前の掲示板には、中学校保健ニ

ュース「たばこの害」についてのポスターが張

られてありました。その中に、「ニコチンは脳

の働きを低下させ、高い確率で依存症を引き起

こします。たばこの煙には200種類以上の有害物

質や数十種類の発がん物質が含まれています。

中でもニコチンは血管収縮作用があり、たばこ

がやめにくくなる依存症を引き起こす有害物質

です。たばこを吸うことは、個人の趣味と考え

ていた時代もありましたが、現在は喫煙自体が

依存症という病気だと考えられています」と書

いてありました。 

  ことし、15年ぶりにたばこ白書が改定されまし

たが、受動喫煙について私もいろいろ勉強させ

ていただきました。喫煙者が吸い込む主流煙よ

り、火がついた部分から立ち上がる副流煙に発

がん物質などの成分が多く含まれています。ま

た煙がなくても発がん物質は壁やソファ、洋服

にしみつき、驚いたことに、半年以上もその発

がん物質は残存します。 

  また、３年前、中国北京市を中心に微小粒子物

質ＰＭ2.5などによる大気汚染が深刻化し、我が

国へのＰＭ2.5の飛来が懸念され、大きくニュー

スで取り上げられたことは記憶に新しいところ

です。しかし、ＰＭ2.5は草や木、燃料などの燃

焼により発生します。実は、たばこの煙も典型

的なＰＭ2.5です。大気中のＰＭ2.5より、たば

こによる室内のＰＭ2.5の濃度が何倍も高いので

す。 

  また、喫煙との因果関係が確実にあるとされる

病気は、皆様御存じのように、がんのほかに脳

卒中や心筋梗塞、糖尿病、そして乳幼児突然死

症候群、流産・早産や低出生体重児、手術後の

創傷部位の治癒のおくれや術後の肺合併症、そ

して鬱病などです。また近年、歯科、口腔領域

における喫煙の影響として、口腔がんや歯周病

への影響が話題となっております。テレビのコ

マーシャルで「りんごをかじると歯茎から血が

出ませんか」は、歯周病のサインとして広く知

れ渡りましたが、実は、喫煙者は症状の一つで

ある歯肉からの出血がほとんど見られません。

歯茎の末梢血管が収縮し血流が低下することに

より、自覚症状がないままに進んでいきます。 

  長くなりましたが、今私の話したことで、ここ

にいらっしゃる皆さんの中で一人でも禁煙しよ

うと考えられた方がいらっしゃれば私の質問は

大成功だと思いますが、いかがでしょうか。少

しでもその気になったら、ぜひ禁煙外来を受診

してください。決意だけでは禁煙はできません。

なぜなら、ニコチンの依存症だからです。治療

が必要なのです。受診、治療すれば必ず３カ月

で禁煙できます。ここではっきり断言できるの

は、実は私もたばこをやめることができたから

です。 

  ちなみに、１日１箱400円のたばこを３カ月間

吸うと３万6,000円かかります。しかし、３カ月

間の治療費は、保険がきき１万3,000円から２万

円です。これからも吸い続けると、健康被害に

かかる医療費とたばこ代を比べれば、外来の治

療費ははるかに安いのです。１日１箱400円、１

年間で約15万円が煙になって消えていきます。

御自身と愛する家族を守るために、どうか勇気

を持って決断されてはいかがでしょうか。 
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  小中学生のがん教育、とりわけ喫煙についての

健康被害などの教育について、また市民、そし

て市職員に対し指導や啓発活動をどのようにさ

れているのかお伺いいたします。 

  次に、ナセＢＡの活用状況についてお伺いいた

します。 

  平成27年９月、新文化複合施設のプレイベント

として「じんじん」の上映会がありました。こ

の映画を我妻企画調整部長に御紹介させていた

だき、上映することができました。この映画は、

北海道剣淵町の人口3,400人の小さな町で、人口

減少に歯どめがかからず、何とか町を元気づけ

るものはないかと考え、当時竹下内閣が市町村

に１億円ずつ交付したふるさと創生資金を活用

し、町役場を改装、「絵本の館」「絵本の里づ

くり」が始まりました。町民が目指したのは、

目先の利益を求めるのではなく、未来につなが

るまちづくりであり、絵本を真ん中に人と人と

が心通い合うまちづくり、そして「この町に生

まれてきてくれて本当にありがとう。君たちを

大切にするよ」という大人たちの思いが詰まっ

たまちづくりです。 

  ナセＢＡが市民の希望となれるように、教育と

文化のシンボルとなれるように、また中心市街

地活性化の起爆剤になれるような支援をと考え、

映画の上映や読書通帳の導入などを提案させて

いただきました。今後、さらに中心市街地活性

化を図るために、ナセＢＡを中心に交流人口が

ふえるような取り組みが必要です。ちなみに、

現在、剣淵町の絵本の館には年間60万人の観光

客が訪れるそうです。 

  最初に、ナセＢＡの入館者数、本の貸し出し数

など、図書館の利用状況についてお伺いいたし

ます。 

  また、市民、来館者の反応はどうでしょうか。

御意見箱の設置やアンケートなどとられている

のかお伺いいたします。 

  次に、読書通帳の活用状況についてお伺いいた

します。 

  読書活動は、本を通して言葉を学び、感性を磨

き、表現力を高め、創造力を豊かにしていく力

を育み、人生をより深く生きていくために欠か

せないものと考えます。また、基礎教育や学力

向上等の教育効果があると実証されています。 

  この通帳は貯金通帳と同じような形、様式です。

借りた本のデータが読書通帳機に送られ、書名、

著者名、貸出日が通帳に記載されます。読書の

記録が将来にわたり残り、読書を楽しむと同時

に、成長記録、そして読書通帳を開き、読んだ

本やその時期から人生の足跡や思いを振り返る

ことができる宝物です。読書通帳は小中高生に

発行していると聞いておりますが、発行状況と、

子供たちの反応はいかがでしょうかお伺いをい

たします。 

  次に、中心市街地活性化に向けた取り組みの現

状と課題についてお伺いいたします。 

  先日も、米沢市中心市街地活性化協議会と商工

会議所主催の「リファイニング建築」のセミナ

ーがありました。これは、木村芳浩議員が９月

の一般質問で提案していた建築工法です。私も

興味深く拝聴させていただいたところです。 

  ナセＢＡが完成し５カ月が経過しましたが、交

流人口はふえたのでしょうか。近くの飲食店で

は、客層が変わり、高校生の客がふえたとも聞

いております。 

  平成25年２月の広報で、市民に対し、中心市街

地活性化の目的は、生活に必要な施設が集まる

中心部からまちをつくり、その活性化で得られ

た効果を市全域に波及させる。子供から高齢者

まで暮らしやすいまちをつくることが目的であ

る。また、市の魅力が徐々に向上していくと、

新しい店舗や企業の事務所が進出し、仕事場が

生まれビジネスチャンスが広がる。多くの人が

暮らしやすい大きな成果が期待できると言って

おりました。 

  ナセＢＡのほかに９つの都市再生整備計画事業、
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例えば中部コミセンの建設、武者道の整備、西

條天満公園の整備、人工芝サッカー場、東寺町

の黒塀などの景観形成事業、市営駐車場などの

整備がありました。これらは約５年前からの事

業が始まって、既に工事が終了しています。商

店街の活性化や居住者の増加を図ることができ

たのか、調査されているかなどを含め、中心市

街地活性化に向けた取り組みの現状と課題につ

いてお伺いいたします。 

  以上、壇上からの質問を終わります。 

○海老名 悟議長 堤健康福祉部長。 

  〔堤 啓一健康福祉部長登壇〕 

○堤 啓一健康福祉部長 私からは、１の本市にお

ける受動喫煙防止対策についてのうち（１）

（２）と、（３）のがんの危険性の教育・指導

についてのうち市民への禁煙に関する啓発指導

状況についてお答えいたします。 

  初めに、公共施設における分煙対策についてで

あります。 

  平成28年４月１日現在、山形県に報告している

受動喫煙防止対策実施状況調査におきましては、

対象となっている本市の公共施設数は70カ所で

あります。この中には、市営住宅や屋内施設を

伴わない公園、学校施設は含みません。 

  この70カ所のうち効果的な受動喫煙防止対策を

実施している施設としましては、敷地内全面禁

煙が18カ所、施設内全面禁煙が48カ所、喫煙室

やコーナーの設置が１カ所、合計で67カ所とな

り、率で申し上げますと95.7％が効果的な受動

喫煙防止対策を実施している施設となっており

ます。 

  次に、民間施設における分煙対策の状況ですが、

山形県が平成24年度に健康増進法第25条に示す

「多数の者が利用する施設」について調べた山

形県受動喫煙対策等実態調査によりますと、何

らかの受動喫煙対策が実施されている割合が

90％未満の施設は、娯楽施設69.0％、宿泊施設

が54.7％、それから飲食店が33.2％、理容店

22.1％、遊技場が20.7％となっております。他

方、100％実施している施設としましては、学校、

病院、劇場、百貨店、商店、公共交通機関など

となっております。 

  続きまして、市民への禁煙に関する啓発活動、

指導状況についてお答えいたします。 

  母子保健事業におきましては、母子健康手帳交

付時に妊婦さんの喫煙状況を確認しまして、喫

煙者に対する保健指導を実施しております。そ

の後、新生児訪問や乳幼児健診などで家族を含

めての喫煙状況を確認しながら、たばこの煙か

ら子供を守るために、禁煙、防煙について指

導・啓発を行っております。 

  また、成人保健事業では、健診結果説明会や健

康相談室において、禁煙に関する情報提供や禁

煙治療を実施する医療機関の情報発信、提供を

実施しまして、禁煙の啓発活動や指導に努めて

おります。 

  さらに、28年度におきましては、健康課で受け

入れを行ったチャレンジウィークの中学生に、

「きれいな空気で健康長寿日本一」、県のキャ

ッチフレーズですが、それを入れた受動喫煙防

止のチラシを作成してもらいまして、それをポ

ケットティッシュに入れて市民セミナーや地区

文化祭などで配布するなどしております。 

  たばこは、脳卒中、心臓病、悪性新生物、ＣＯ

ＰＤ慢性閉塞性肺疾患など多くの疾患と関係し

ており、吸う本人だけでなく周りの人にも悪影

響を及ぼすということをさまざまな機会を捉え

て情報提供するとともに、「やまがた受動喫煙

防止宣言」のもと、市内の各コミュニティセン

ターが受動喫煙防止宣言を行えるよう地区担当

保健師が働きかけをするなど、それぞれの立場

で受動喫煙防止対策に取り組んでおります。 

  私からは以上であります。 

○海老名 悟議長 大河原教育長。 

  〔大河原真樹教育長登壇〕 

○大河原真樹教育長 初めに、学校教育におけるが
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んの危険性の教育と喫煙に関する指導について

お答えいたします。 

  まず、学校教育の中での健康教育として、学習

指導要領の中では、小学校においては体育科の

目標に「心と体を一体と捉え、健康・安全の理

解を通して、健康の保持増進を図り、楽しく明

るい生活を営む態度を育てる」こと、中学校に

おいては保健体育科の目標の中でさらに「健康

の保持増進のための実践力の育成を図る」こと

が示されております。 

  これに基づきまして、小学校の３年生から自分

の体や健康についての指導をしております。身

近な生活における健康・安全に関する基礎的な

内容を重視し、みずからの健康を適切に管理、

改善していく能力を育成します。 

  がんに関しましては、主に小学校６年生と中学

校３年生の内容で指導することになっておりま

す。６年生では、年間８時間程度の保健の学習

で、「生活の仕方と病気の予防」の中で、生活

習慣病の一つとしてがんに触れております。ま

た、「たばこ・アルコールの害」の中で、たば

この影響として、たばこを吸う人のがんの死亡

率が高いことなどを学んでおります。中学校で

は主に３年生が年間16時間程度の保健分野の学

習の一部として、「生活習慣病の予防」「喫煙

の害と健康」「飲酒の害と健康」などでがんに

ついて学んでおります。 

  がんの種類はさまざま挙げられておりますが、

特に喫煙と関連させて、肺がんは小中学校を通

して取り上げられております。学校によっては

高学年の児童を対象にした学校医による講演会

を実施し、防煙教育を行っているところもござ

います。 

  受動喫煙につきましては、小学校・中学校どち

らの教科書にも掲載されております。喫煙が周

りの人にも影響を与えること、喫煙者が吸い込

む煙である「主流煙」よりも、たばこの先から

出る煙である「副流煙」のほうが有害物質が多

いことなどを学習します。学校で子供たちが学

んだことを帰宅してから家の中で話題にするこ

とで、保護者などにも意識の変化が見られるこ

ともあります。 

  今後も自分の体と心に関心を持ち、現在及び将

来にわたって健康な生活を送るために、正しい

知識を小学校、中学校から学習することはとて

も大切であると捉え、学年の発達段階に合わせ

た指導を進めてまいります。 

  次に、ナセＢＡの活用状況についてお答えしま

す。 

  初めに、図書館の利用状況ですが、７月１日の

開館以来、連日多くの市民の皆様に御利用いた

だいており、開館記念事業やナセＢＡフェスを

初めとした集客イベントのほか、小中学校等の

夏休み期間が重なったこともあり、開館から約

２カ月後の９月３日には入館者数が10万人を突

破しました。その後、開館から４カ月が経過し

ました10月末日までの入館者数は16万5,000人、

１日当たりにしますと1,386人となっています。

同期間の市民ギャラリーの入場者数の３万7,000

人を合わせますと、ナセＢＡ全体では開館４カ

月で入館者数が20万2,000人となり、当初の目標

の約２倍の来館者をお迎えしております。 

  また、ナセＢＡを視察で訪れた団体数について

は50団体に上り、約700人の方がナセＢＡを見学

され、遠くは宮崎県や熊本県から視察に訪れる

など、県内外からも大変注目を集めています。 

  次に、図書館の貸し出し冊数を見ますと、10月

末現在で19万6,000冊となっております。旧図書

館時代の昨年７月から10月末日までの貸し出し

冊数が11万8,000冊でしたので、前年同時期と比

較しますと1.6倍の貸し出し冊数となっています。 

  また、図書館カードの新規登録者数については、

開館後４カ月で4,650人の方が新たに登録されて

いることから、今まで図書館を利用されていな

かった市民の方が、新図書館の開館を機に多数

利用されているものと考えています。 
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  さらに、館内において中学生や高校生など学生

の利用者が多数見受けられることも特徴的なこ

とであるほか、手に取って見られる本が大幅に

ふえたことや休館日が少なくなったこと、自動

貸し出し機が導入されて便利になったなど、利

用者からも好意的な意見が寄せられており、大

変嬉しく思っています。 

  今後とも市民の生活に役立つ便利で居心地のよ

い図書館として市民に愛される施設を目指し、

指定管理者の米沢上杉文化振興財団と連携を密

にしてまいります。 

  次に、読書通帳の活用状況についてお答えいた

します。 

  このたび図書館へ導入した読書通帳システムは、

預金通帳タイプと呼ばれる専用の機械で貸し出

し記録を読書通帳に印字する方式を採用してお

り、この最新のシステムを採用している図書館

は県内で初めて、東北では２館目となります。 

  読書通帳を御利用いただける範囲ですが、市内

の小中学校に通う児童生徒と市内在住の高校生

を対象としており、希望者には無料で配布して

おります。また、10月末日現在の読書通帳発行

冊数は1,154冊で、内訳は小学生が1,026冊、中

学生が99冊、高校生が29冊となっています。 

  読書通帳の導入の効果としまして、１つ目は、

いつ、どんな本を読んだか記録を残すことで読

書意欲を高めてもらうこと、２つ目として、自

分の所有物として読書通帳を常時持ち歩くこと

により、家庭では保護者と読書についての会話

が進み、また学校では教員とのコミュニケーシ

ョンに役立つことが期待されること、３つ目は、

貸し出し情報を簡易に記帳できるので図書館を

訪れる頻度が上ることが期待されること、４つ

目として、読書通帳の履歴に基づき、読書レベ

ルや読書の好みに応じた本を図書館側から紹介

することが可能になることなどが挙げられます。 

  当図書館におきましても、読書通帳を導入した

ことにより、実際に子供たちの新規登録者数や

貸し出し冊数が増加しており、子供たちが目標

を持ち、楽しみながら読書意欲を高めていくと

いう効果があらわれ始めているようです。 

  今後とも児童生徒の読書意欲を高めていくため

に、読書通帳を積極的にＰＲしながら、その活

用を図っていきたいと考えております。 

  私からは以上です。 

○海老名 悟議長 須佐総務部長。 

  〔須佐達朗総務部長登壇〕 

○須佐達朗総務部長 私からは、本市における受動

喫煙防止対策についてのうち、市職員への喫煙

対策について答弁申し上げます。 

  本市では、職員はもとより、来庁する市民の健

康保持のため受動喫煙防止対策に取り組んでい

るところであります。 

  その対策として、喫煙対策、分煙対策につきま

しては、喫煙所を設け、その場所以外での喫煙

を禁止しております。市役所庁舎における喫煙

場所は、正面玄関出入り口西側、職員通用口、

それから議会棟東側の３カ所となっているとこ

ろであります。 

  喫煙に関して職員に対しては、勤務時間内の喫

煙時間についておおむね午前10時と午後３時を

目安とすることや、喫煙回数につきましても極

力午前、午後各１回とするよう指導していると

ころであります。このことは毎年職員に対する

服務規律の確保に関する通知に項目として盛り

込み、周知を図っているところであります。 

  このほか、喫煙をする職員に対し、必要に応じ

て喫煙マナーの遵守について口頭や掲示物等に

より注意喚起を図っているところでございます。 

  私からは以上です。 

○海老名 悟議長 我妻企画調整部長。 

  〔我妻秀彰企画調整部長登壇〕 

○我妻秀彰企画調整部長 私からは、ナセＢＡの活

用状況についてのうち、中心市街地活性化に向

けた取り組みの現状と課題についてお答えしま

す。 
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  初めに、ナセＢＡのオープンによる効果を確認

できる指標としましては、都市再生整備計画事

業で設定している「平和通り歩行者・自転車通

行量」があります。７月下旬の日曜日の日中に、

平和通りを通行する歩行者と自転車、バイクの

通行量の合計値を定点観測しているもので、長

年減少を続けていた通行量が、ナセＢＡの開館

によって、今年度は回復傾向に転じております。 

  さらに、近隣の飲食店では、ナセＢＡの開館目

前にランチを始めた店舗があるほか、開館後に

店内をリニューアルするなど、近隣商店街への

波及効果も徐々にあらわれているところです。 

  このような中、今後の中心市街地の活性化に向

けた本市の取り組みとしましては、施設整備に

よる効果を持続させることが重要であり、ナセ

ＢＡや西條天満公園などの施設を生かしたソフ

ト事業をさらに推進していくことで、人のにぎ

わいをつくり、さらに回遊性を高め、近隣商店

街へも効果を波及させていきたいと考えており

ます。 

  具体的な取り組みの一つとして、中心市街地活

性化協議会を中心に展開している「まち育てミ

ーティング」があり、ミーティング参加者がま

ちの中でやってみたいことを自由に提案し合い、

その提案をみずから具現化する事業を進めてい

るところです。 

  今年度は、ナセＢＡの開館に合わせて行った

「ナセＢＡフェス」や、工芸品や絵の展示販売

とワークショップを組み合わせた「まちなかア

ート市場」などを開催し、多くの市民の方々に

お越しいただいたところであります。 

  今後、継続的なソフト事業などを通じて中心市

街地の活性化を目指すには、活発な担い手とな

る人づくりが必要であること、またイベントの

開催時にはターゲットに合わせた情報発信など

が課題となりますので、にぎわいづくりなどを

担える積極的な人材の発掘や情報発信の仕組み

づくりのためにも、今後もまち育てミーティン

グを継続的に実施していきたいと考えておりま

す。 

  私からは以上です。 

○海老名 悟議長 山田議員。 

○６番（山田富佐子議員） 御答弁ありがとうござ

います。それでは、２回目の質問に移らせてい

ただきます。 

  再度受動喫煙対策についてお伺いをしたいと思

います。 

  受動喫煙を防止するためには２つあるわけです。

１つは、施設を全面禁煙にする方法と、あとは

施設の喫煙場所を決めてそこからたばこの煙が

流れ出ないようにする方法、これが分煙なわけ

でありまして、先ほど部長からは、効果的な喫

煙対策がとられている場所は70の公共施設のう

ち67カ所だと、95.7％だというデータをいただ

いたところですが、それでは庁舎の受動喫煙防

止対策はこの３カ所に当てはまっているのかど

うなのか。例えば庁舎の対策もちゃんと効果的

になっているのかというのを私はすごく今お話

を聞いていて大変疑問に思いました。 

  なぜなら、今、職員通用口である喫煙室は、た

ばこの煙が駐車場にも流れ出てきています。ま

た、喫煙室があるにもかかわらず、その職員通

用口の通路や喫煙室のシートの外でたばこを吸

う職員も見かけております。また、この喫煙場

所は議会棟の下にあるために、議員室の窓をあ

けると２階まで煙が入ってきて、窓をあけるこ

とができません。これは他人が吸うたばこの煙

にさらされる受動喫煙状態です。もう分煙には

ほど遠い状況です。 

  厚労省の元健康局長の矢島氏は、受動喫煙は他

者危害であると明確に言っています。吸わない

人が健康被害の危険にさらされる状態はいかが

なものでしょうか。喫煙者の嗜好やマナーの問

題では済まされない状況です。このことについ

てどのようにお考えか、再度、部長、お伺いい

たします。 
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○海老名 悟議長 須佐総務部長。 

○須佐達朗総務部長 まず、正面玄関の喫煙所の関

係でありますが、来庁されるお客様の中にはや

はりたばこをお吸いになる方もいらっしゃると

いうことで、喫煙所を設ける必要があるのでは

ないかということで設置をしているものでござ

います。駐車場とか、金融機関の窓口ですか、

労金さんのＡＴＭあたりに立ちますと時々煙の

においというんですか、来る場合もございます。

ですが、基本的にはそこでは職員はまず吸いま

せん。それから、来庁されているお客様につい

ても、人数については限られた方ではないかな

と私は認識しておりますので、確かににおいが

しないということではありませんが、そこは御

理解いただける範囲ではないかなと思っている

ところでございます。 

  それから、職員の喫煙場所でありますが、これ

については、御指摘のとおり、議員各位からも

まさに指摘されているところでございます。エ

アコンがきいていない期間に窓をあけた場合に

は下から煙が上がってくると。ここについては、

職員にできるだけ通路の中で吸うように、北側

の窓の下でできるだけ吸わないように指導はし

ているところなんですが、ちょっと混雑する時

間帯では、離れたところで吸って煙が上に上が

ってくるということもあるようでございます。

その辺のところの注意も含めて指導していきた

いところですが、敷地外ということになります

とこれまた別な問題が出てまいりますので、今

のところは敷地内で喫煙場所を設けてと考えて

いるところでございます。 

○海老名 悟議長 山田議員。 

○６番（山田富佐子議員） ありがとうございます。

それでは、敷地内で喫煙する場所を設けるとし

ても、煙がやはり吸わない人のところに来ない

ような対策、きちんと換気をできるような、例

えばしっかり密閉されたような部屋にするとか

きちんとやはり対策をとらなければ効果的な受

動喫煙対策とはならないような気がしますので、

ぜひに御検討をお願いしたいと思いますし、例

えば正面玄関のところの喫煙室は市民の方が吸

われる、そして職員通用口のところは職員が吸

われる。それとしても、ただ場所できちんと吸

っていただく。そこの場所に煙が漏れないよう

な設備をしていただく。そこら辺をきちんとや

はり対策をとっていただけるように再度要望し

たいと思います。 

  次に、健康増進法第25条には、学校とか体育館、

病院、劇場、観覧場、集会場、展示場、百貨店、

事務所、官公庁施設、飲食店、その他多数のも

のが利用する施設を管理する者は、受動喫煙を

防止するために必要な措置を講じるように努め

なければならないと書いてあります。その他多

数の者が利用する施設というのは、例えば駅と

かバスターミナルとか空港であったり、ホテル

などなわけです。 

  そこで、お伺いいたします。米沢駅前のロータ

リーの喫煙所です。私の記憶では、以前は正面

に向かって右側の売店入り口付近にあったよう

な気がしますが、いつの間にか駅の真正面近く

の歩道の上に灰皿が設置されています。この場

所を管理されているのは民間ですか、ＪＲでし

ょうか、それとも行政でしょうか。そして、こ

の場所に変更になった理由についておわかりで

あればお伺いをいたします。 

○海老名 悟議長 菅野市民環境部長。 

○菅野紀生市民環境部長 駅前広場につきましては

市で管理しているものでございます。以前は今

お話しのとおり駅舎の正面のところに設置して

ございましたが、煙が中に入ってしまうという

ことで、一時期東西自由通路の入り口のほうに

移設いたしました。ただ、そちらのほうも東西

自由通路のほうに煙が入っていくという御指摘

を受けまして、建物の入り口から極力離すよう

にというような国のほうのお話もございまして、

そういった面で現在の場所、予約タクシー待機
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所ということで、動線としては幾つかある中の

一つになりますけれども、屋根のある部分とい

うことでそちらのほうに設置した経緯がござい

ます。 

○海老名 悟議長 山田議員。 

○６番（山田富佐子議員） ありがとうございます。

部長、しかしこの場所は駅に行くたびに通らな

ければならない歩道でもありますよね。小さな

子供から高校生、妊婦、高齢者まであらゆる方

が通る歩道なんです。そしてまたすぐ横には横

断歩道があって東部小学校の子供たちの通学路

でもあるわけなんですね。健康課では未成年者

や妊婦の喫煙をゼロ％にすると目標を掲げてい

るわけなんです。禁煙を進めながらも、もう一

方では、子供や高校生、一般の方、たばこを吸

わない方が他人のたばこの煙を吸わなければな

らない状態にある。これというのは大変おかし

いと思いますが、いかがでしょうか。駅前ロー

タリーの喫煙場所は入り口から極力離すように

ということですが、ただ駅から離すだけでなく、

ほかの方たちが煙で被害に遭っているというの

であれば、これはすごく問題だと思います。も

っと違う場所の変更について考えがないかどう

かお伺いいたします。 

○海老名 悟議長 菅野市民環境部長。 

○菅野紀生市民環境部長 喫煙場所の設置につきま

しては、ポイ捨てや歩行喫煙の防止ということ

の観点から設置も必要かというふうに考えてお

りまして、ある程度の、近距離といいますか、

距離は考えなければならないものだというふう

に思っておりますけれども、限られた施設管理

の用地の中でできるところはなかなか少ないも

のと考えておりますので、今後ＪＲのほうとも

協議をいたしまして、設置場所を変えることが

可能かどうかちょっと検討してまいりたいと思

います。 

○海老名 悟議長 山田議員。 

○６番（山田富佐子議員） ぜひ検討をお願いした

いと思います。先ほども言いましたように、子

供たちの通学路の脇であったり、市民が駅に行

くときの歩道の上であったりというのはとても

とても問題だと思います。やはりこれは前向き

に、部長、極力早目にお願いしたいと思います

が、ぜひ中川市長の御意見もお伺いしたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

○海老名 悟議長 中川市長。 

○中川 勝市長 今それぞれ答弁をしましたけれど

も、やはり肝心なのは、人に迷惑をかけないと

いうそういう思いというものは持って、しっか

りとやはり喫煙については分煙をしていくとい

うことが大事なのかなというふうに思っており

ましたので、今それぞれお答えしましたように、

そういった対策についてはしっかりと今後もと

っていきたいと、このように思っております。 

○海老名 悟議長 山田議員。 

○６番（山田富佐子議員） 市長、ありがとうござ

います。本当にそうだと思います。他人に迷惑

をかけないような、やはり市民が本当にそれこ

そ、ああいいなと、いい空気の中で生活できる、

先ほど小中学生のチャレンジウィークでも「き

れいな空気の中で」という話も出ていたわけで

すよね。やはりそういうのをＰＲしているとい

う中であって、やはり米沢市の駅という公共施

設、本当に米沢市の玄関口がそういう状態だと

いうのはやはり本当にゆゆしき問題だと思いま

す。 

  私たちが視察に行きましても、やはりあちこち

の駅に行きますが、正面玄関にそういう喫煙室

があるなんていうところは、私は今まで行った

ところがありません。やはり喫煙される方にも

きちんと喫煙できやすい場所を確保するという

のは、やはりそれは必要なことだと思いますの

で、前向きに御検討をお願いしたいと思います。 

  あともう１点、本市では健診の問診表から喫煙

者に禁煙指導されるというふうに聞いておりま

すが、長井市では10月、市が主催して市民や企
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業の担当者を対象に受動喫煙の危険性の講習会

を開きました。12月の議案には国保税の税率改

正が提出されております。健康被害が大変大き

い喫煙について、本市においてもぜひ市職員や

議員、また市民を対象に疾病予防や重症化予防

につなげ、元気で長生き、そして医療費の抑制

を目指して市職員や議員が率先垂範の姿勢で研

修を受けて、健康づくり推進のためのセミナー

なども開くことをぜひお願いしたいと思います

ので、今後、これは要望としますが、企画して

いただきたいと思います。 

  次に、読書通帳についてお伺いします。 

  先ほど読書通帳については大変好評であるとい

うことを聞いて、推進させていただいて本当に

よかったなと思っております。 

  先月、本市では、７カ月児の健康教室の開催に

あわせて、読み聞かせを行って赤ちゃんに１冊

の絵本をプレゼントするブックスタート事業が

開始されました。絵本を通して赤ちゃんの言葉

と心の成長の機会や親子のきずなを深める時間

の提供を推進するための事業と考えております

が、所管は文化課と聞いております。ただ、母

子保健の立場から、この取り組みについてはど

のように考えていらっしゃるかお伺いをしたい

と思います。 

○海老名 悟議長 堤健康福祉部長。 

○堤 啓一健康福祉部長 11月から健康教室の中で

ブックスタート事業をスタートしていますが、

その効果ということになりますと、子供さんに

絵本を通して親の愛情に満ちた言葉で優しく語

りかけられることで心が豊かになり、情緒が安

定して親子の愛着形成に有効な事業であると考

えております。 

○海老名 悟議長 山田議員。 

○６番（山田富佐子議員） ブックスタート事業も

大変有効な手段だということで、愛情を育むた

めの有効な事業だということを伺って安心しま

したけれども、母子健康手帳というのは、妊娠

とか、分娩・出産、出生後の発育状況とか、予

防注射など記載するのが母子手帳なわけです。

読書通帳というのは、先ほど教育長からも話が

ありましたが、自身の読書活動を振り返ること

ができて、小さいときから本に親しむ、絵本を

読み聞かせするということは、子育てとか親子

関係づくりにも大きく貢献できるものだと思い

ます。例えば娘や息子が結婚するときに、こん

な絵本を読み聞かせしながら育てたんだよと、

貯金通帳ではなくて読書通帳を持たせる、その

ような夢のあるような子育てもいかがなものか

と私は思っているところです。 

  ぜひ７カ月児の健康教室の絵本読み聞かせの後、

希望者には読書通帳を渡すことはできないでし

ょうか。また、大人の方からも希望の問い合わ

せがあると聞いております。希望者には、大人

の方には通帳を購入していただいて、機械の設

置費用やシステムの運用などについて幾ら費用

がかかるのかおわかりになれば、その２点につ

いてお伺いをいたします。 

○海老名 悟議長 船山教育管理部長。 

○船山弘行教育管理部長 まず、乳幼児のほうの読

書通帳でありますが、手続的にその場で渡せる

かどうかはちょっと別にしまして、乳幼児まで

拡大することは大変いいことかなというふうに

思っておりますので、そういうふうな方向で進

めていきたいと思っております。 

  あと、大人の方への読書通帳でありますが、今

議員のほうからもお話あったように、今の読書

通帳のシステムは子供のほうの専用になってお

ります。でありますので、もう一つ用意しなけ

ればならないので、大人の方への対応は難しい

という点もございます。また、どれくらい大人

の方が希望なさるかというのもちょっと未知数

なところがありますので、その辺当然予算もか

かることです。恐らく450万円ほど導入するには

かかるのではないかと試算をしておりますので、

財政状況との兼ね合いもございますので、その
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辺も総合的に検討させていただきたいというふ

うに思っております。 

○海老名 悟議長 山田議員。 

○６番（山田富佐子議員） ありがとうございます。

ぜひ７カ月児の健診のときすぐ渡せなくても、

やはりそういう読書通帳というのがあって、や

はりこういうふうに効果的に貢献できるものな

んだというのを話していただいて、例えばその

後来ていただいたときに渡すとか、こういうの

ですよとか、もう少しＰＲをしていただければ

またそこから発展していくのではないかなと思

いますし、また大人の方も、先ほど部長からは

どれくらい希望者がいるかわからないという話

もありましたが、またそういうふうなやはりか

なり図書館に通われる大人の方たちも多いわけ

ですので、やはりそういう方たちにもＰＲして

こういうのがあるんだとなれば、またそこで来

館者数がふえたり、また中心市街地の活性化に

つながっていくというそういうふうな、目先に

こだわることだけでなくて、大きな効果が生ま

れてくるのではないかなと思いますので、ぜひ

に、450万円かかるということではありますが、

ぜひ前向きに、またやはりまちづくりというの

は人づくりなわけです。子供も大人も心豊かな

愛と義のまち米沢の人づくりのために、また米

沢の未来を担う子供たちにすばらしい図書館と、

夢を大きく膨らませることができるような本が

大好きになれたら最高だと思いますので、ぜひ

に再度前向きに御検討をお願いしたいと思いま

す。 

  次に、中心市街地活性化についてお伺いをいた

します。 

  行政からのもっと仕掛けづくりが必要なのでは

ないでしょうか。以前にも一般質問で提案させ

ていただきましたが、例えばアーケードを外し

て一方通行から交互通行にする、空き店舗に庁

舎機能の一部の移転とか、また子育て応援施設、

障がい者の集える居場所づくりなどをつくると

か、またポポロビルの再利用とか、子供たちの

屋内遊戯施設をつくるなど、もっと子供から高

齢者まで暮らしやすいようなまちをつくるため

にもっと行政が後押しをしなければこれは進ま

ないのではないかなと思います。 

  つくって終わりではありません。先ほども言い

ましたけれども、ようやく図書館が完成して、

そのほかの事業も終わっています。当初の整備

計画は全て終了しているわけですので、先ほど

客観的なデータの評価について、いつごろとい

うのは伺っておりませんが、例えばこの客観的

な評価をする予定はいつごろあるのか。そして

また、活性化の取り組みのもう少し具体的な方

策が今どのような状態にあるのか、またその課

題についてももう少し詳しくお伺いできればと

思います。 

○海老名 悟議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 一つ、客観的データは先

ほど御紹介しましたまず通行量というものが、

車は除きまして歩行者、自転車等というのが毎

年これは調査をしていきます。前に高校が町な

かにあったときから見れば、実際現状ではもう

10分の１以下ぐらいに歩行者、自転車の方はな

っております。しかしながら、やはりそれを少

しでも上に上げていくというのが一つ指標とし

て見られるのではないかなと思っております。 

  あとは施設等への入館者というのも客観的な数

字ですので、毎年これはきちんと検証していく

というようなところであります。 

  もう１点、御質問の中で、さまざまな今後も整

備というような御質問でした。ナセＢＡ等も含

めまして都市再生整備計画事業が終了したとい

うことで、まずは大きな一定のハード整備は一

旦節目として終わったというふうに感じており

ますが、私どものほうも、今後できる範囲の中

では、当然町なかの整備、今御質問ありました

アーケードや一方通行解除に向けたというとこ

ろが私どものほうも大きな課題であると思って
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おりますが、それにつきましても検討しなくて

はならないと思っておりますので、次の実施計

画に向けてどのようなものが入れ込めるかとい

うようなところで検討してまいりたいと思って

おります。 

○海老名 悟議長 山田議員。 

○６番（山田富佐子議員） ありがとうございます。

図書館法で、公立図書館は入館料その他図書館

資料の利用に対するいかなる対価も徴収しては

ならないというふうに決められております。し

かしながら、駐車場の管理とか書籍の購入代も

含むと、ナセＢＡの年間維持費は約１億8,000万

円と聞いております。やはり少しでもお金は生

み出すことは図書館ではできないかもしれない

ですけれども、少しでも、先ほどから財政の話

が出ておりますが、やはり財政に寄与できる施

策、先ほどの町なかの整備もそうですけれども、

やはりそういう財政に寄与できる政策がないか

私自身もこれから研究していきたいと考えてい

るところですが、何とか行政の皆様の頭と足を

使っていろいろな政策を考えていただきたいな

と思います。 

  最後にですが、実は、山形県の喫煙問題研究会

の市民公開講座が来週11日に山形の霞城セント

ラルで開かれます。この会の会長の川合先生は

ドクターです。先生は、たばこは発がん物質70

種類、化学物質7,000種類、有害物質200種類を

含み、いわば毒の缶詰であると言われています。

11日にしっかり勉強して、さらに皆様に新しい

情報をお伝えしたいと思っております。 

  少々耳の痛い話をさせていただきましたが、全

ては皆さんの健康のためです。以上で終わりま

す。ありがとうございます。 

○海老名 悟議長 以上で６番山田富佐子議員の一

般質問を終了し、暫時休憩いたします。 

  再開を11時５分といたします。 

 

午前１０時５４分 休  憩 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

午前１１時０５分 開  議 

 

○海老名 悟議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  次に進みます。 

  一つ、財政健全化について外３点、15番佐藤忠

次議員。 

  〔１５番佐藤忠次議員登壇〕（拍手） 

○１５番（佐藤忠次議員） 皆さん、おはようござ

います。 

  私のようにこう歳を重ねると、米沢市の行く末

が心配でなりません。若い人ばかりに任せてお

くわけにはまいりませんので、今回も質問に立

たせていただきました。 

  さて、９月定例会は27年度の決算が主でした。

27年度の単年度決算は黒字になりました。要因

は、市長を初め副市長、教育長を初め我々議員

の俸給カットと理解ある職員の給料削減だった

と思います。また、27年度は天候も例年にない

少雪で除雪費が大幅に減少できたこと、それに

税収面では米沢市以外に居住されておられる

方々のふるさと納税の協賛が何よりの要因だと

思います。 

  しかし、このような状態は長続きしません。何

か削減できるものはないかといろいろ考えまし

た。まず、大きなものは、電気料金と除雪費の

軽減策と、また収入面では市営の発電による売

電収入が得られないかということを考えてみま

した。 

  １つ、財政健全化計画についてお伺いします。 

  （１）電気料の節電計画と太陽光発電の現況に

ついてをお伺いします。私はある本で読んだの

でありますが、世田谷区役所では、長寿命節電

型ＬＥＤですね、その照明器具の導入で最大使

用電力の３割カットされたそうです。米沢市の
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総電力使用料は約５億円だと見ております。実

際には４億7,000万円だと思いますが、３割カッ

トで１億5,000万円の削減が可能ではないでしょ

うか。当市施設の役所とかいろいろな施設の照

明器具を１億円前後で新照明器具に交換できな

いものだろうか、ぜひ試算していただきたい。

そして、ぜひ年次計画で現在の照明器具をＬＥ

Ｄに交換されたらいかがでしょうか。 

  現在、小学校に太陽光発電を設置されていると

ころもありますが、年間の売電収入は幾らぐら

いになっているのでしょうか。 

  世田谷区ではリース方式による区営の太陽光発

電を設置されました。この事業スキームによっ

て、交流自治体がエネルギー事業を立ち上げ、

新電力を通じて売買して、電力消費地である都

市部と結ぶという可能性が高まったと思います。 

  （２）東北電力から新電力ＰＰＳに契約変更は

できないものでしょうかお伺いします。 

  平成26年、世田谷区役所は、競争入札で東京電

力会社から新電力へ変更することによって年間

１億円の節約ができたそうです。 

  次に移ります。 

  （３）除雪費の軽減策として、免税軽油の恩典

を受けられないものでしょうかお伺いします。 

  ことしも降雪の時期がやってまいりました。こ

としはどのような降雪になるか心配です。除雪

費の予算は約６億円、業者委託料として約５億

円。委託料の半分は燃料費かと思われます。除

雪機の燃料はほとんど軽油です。軽油税は３割

ぐらいでしょうか。２億5,000万円の３割は

7,500万円の軽減になります。豪雪特区として免

税制度を認めていただけるように国、県に働き

かけていただきたいと思います。 

  今回の議会に天元台よりゲレンデ整備車の免税

軽油期限延長を求める請願が出ています。また、

農家の作業機のエンジンはほとんど軽油です。

大きな農家は多大な恩恵を受けています。この

件は市長より答弁をいただきたい。 

  ２、米沢市のわかりやすい地図がない問題につ

いてお伺いします。 

  （１）行政の基礎資料である地区区分のわかる

地図が一般公開されているのでしょうかお伺い

します。 

  （２）地区ごとの災害マップや観光案内を簡単

にできる白地図を作成できないものでしょうか

お伺いします。 

  （３）一般向きの地図作成は必要ではないでし

ょうかお伺いします。 

  以上３点は、米沢に移住している一般市民から

の要望です。米沢市のわかりやすい地図がない

問題。米沢市の場合、米沢全図、都市計画図、

これは中心街のみの地図はあるものの、地区区

分のわかる地図が一般に公開されていないので

はないでしょうか。地図は行政の基礎資料であ

るがいかがでしょうか、お伺いします。 

  米沢市の場合は、規則違反ではないのだろうか。

また、米沢市独自に自由に編集できる地図があ

ったほうがよいのではないか。例えば地区ごと

の災害マップの作成や観光案内を簡単に使用で

きるような白地図があれば、市の著作権の範囲

内で利用可能になります。さまざまな地図が作

成される可能性があります。また、観光客に対

してもわかりやすい米沢市をアピールできるの

ではないでしょうか。 

  市内コミュニティーはコミセンを中心として活

動しており、その区分も住所によって管理され

ているという、例えば納税対象者や戸籍の住所

が例えば上郷であれば上郷の区分に入れて統計

処理するなど、そのため業務には支障がないと

いう。しかし、新規住民や観光客に向けて案内

する際には、上郷にある、六郷にあるといった

ふうに旧村区分が当たり前に使用されているが、

当事者としてみると、場所がどのあたりかが不

鮮明であります。新規住民に配布される便利帳

には地図区分されているものがあるが、その素

材を利用して、わかりやすい地区区分を作成し
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てほしいと思います。 

  また、米沢市職員は全国的な公募によって採用

が行われており、米沢を理解するためにはもっ

とわかりやすい地図の作成は急務であり、必要

事項であろう。災害があった土地が何地区かわ

からなければお話になりません。 

  米沢藩政時代より米沢は地図の多い町として研

究にも活用されているが、米沢市政が始まって

以来、コミセンを中心とした地区区分の地図は

作成されていない。また、何年かに一度航空写

真を撮っているそうでありますが、航空写真の

利用よりも、一般利用しやすい地図を作成する

必要があると考えます。 

  災害時に、住所上ではなく、地図上のほうが圧

倒的にわかりやすく、避難誘導もできるであり

ましょう。災害教育にも利用できるようにすべ

きであり、災害時には携帯電話も通じず、イン

ターネット環境も不通になります。新規住民、

観光客に優しいまちづくりの基礎として、住民

の防災、情報発信しやすい環境づくりのために

も御配慮願いたいと思います。 

  ３番目に移ります。 

  ３番目の質問でございますが、一般質問要旨に

は八幡原公園内のパークゴルフ場を２コースに

できないかと書いておりましたが、これは、八

幡原公園内のパーク場に新たに２コースを造成

できないかの間違いでございました。おわび申

し上げます。 

  現在、八幡原公園内には２コースのパークゴル

フ場があります。維持管理は米沢パークゴルフ

連盟の方々の手弁当による芝管理によって、大

変きれいに管理されております。そして、いろ

いろな大会も可能になりました。しかし、２コ

ースでは正規な大会はできないのだそうです。

早急にもう２コースを造成していただきたいと

の要望を受けております。当局の考えをお聞か

せください。 

  次に移ります。 

  ４番、舘山城跡国史跡指定と今後の整備計画に

ついてお伺いいたします。 

  ことし、舘山城跡は国の史跡指定を受けました。

史跡保存の会員は市長を招待しながらことしも

芋煮会を兼ねて総会をやられました。今後の計

画なり観光にどのように生かしていくか何も見

えていません。米沢市は、国の史跡指定を受け

た一ノ坂史跡などがありますが、現況はどうな

っているのでしょうかお伺いします。ぜひ観光

に生かしてもらいたいと思います。 

  以上で壇上からの質問は終わらせていただきま

す。質問席からも具体的な質問をお伺いしたい

と思います。どうもありがとうございます。 

○海老名 悟議長 中川市長。 

  〔中川 勝市長登壇〕 

○中川 勝市長 私からは、１項目の（３）除雪費

の軽減策として免税軽油の恩典を受けられない

かについてお答えをいたします。 

  バスやトラック、建設機械などの特殊車両など

の燃料である軽油に課税されている軽油引取税

につきましては、地方税法に定められた普通税

の一つであり、特約業者や元売業者から軽油を

購入した場合に、現在の税率で１リットルにつ

き32.1円が課税されております。 

  議員御質問のとおり、その課税免除（免税軽

油）につきましては、軽油引取税が国税である

揮発油税とともに、かつて道路整備に使用する

ための目的税だったことから、道路の使用に直

接関係がないもののうち、適当と認められる特

定の用途に限って課税免除が認められてきたも

ので、主なものとしましては、石油化学製品を

製造する者が原料として使用する場合や、船舶

の動力源、鉄道事業の動力源、農業・林業を営

む者の動力耕運機等の動力源、索道事業のスキ

ー場整備のために使用する車両の動力源に使用

する場合などがあります。これらの用途につき

ましては、一定の手続を行うことで免税軽油を

使用することができることとなっておりますが、
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道路を走行する除雪用建設機械の動力源に使用

する軽油には、課税免除措置の対象用途に含ま

れていないところであります。 

  御提案の本市が豪雪特区として除雪用機械の軽

油引取税の免税を要望していくことにつきまし

ては、免税軽油制度が、平成21年度の税制改正

により道路特定財源制度が廃止され一般財源と

されました。政策的配慮から特例措置が廃止さ

れず、期限つきで延長されてきたものであり、

平成27年度の税制改正大綱においてはさらに３

年間延長となりましたが、石油化学製品の原料

等として使用する軽油を除き、平成30年３月31

日までで廃止される時限的措置となっておりま

す。 

  また、豪雪地帯対策特別措置法により、豪雪特

別地帯の指定を受けている市町村数が平成28年

４月現在で本市も含めまして200の自治体がある

ことに加え、制度として道路除雪費用の一部を

交付税措置する仕組みがあることや、大雪の場

合には特別交付税措置や幹線道路除雪費補助制

度があることなども勘案しますと、御提案を要

望していくことは難しいものではないかと、こ

のように思われます。 

  道路除雪費用の低減化に向けた取り組みや制度

につきましては、本市も加入しております全国

雪対策連絡協議会、これは210の市町村で会をつ

くっておりますけれども、こうした機会を活用

しながら継続的に情報収集や研究をしてまいり

たいと、このように考えておるところでありま

す。 

  私からは以上であります。 

○海老名 悟議長 須佐総務部長。 

  〔須佐達朗総務部長登壇〕 

○須佐達朗総務部長 私からは、１項目についての

２点御答弁申し上げます。 

  まず、１点目ですが、電気料金の節電計画のう

ち、ＬＥＤ照明器具への対応でございます。こ

れにつきましては、公共施設の新設または更新

の際には、維持管理経費の削減及び省エネルギ

ーによる地球温暖化防止のためにも積極的にＬ

ＥＤ照明を設置していきたいと考えているとこ

ろであります。 

  既存の施設への導入につきましては、ＬＥＤ化

によって電気料金は減少すると見込まれますが、

例えば市庁舎を例にとれば、蛍光管約2,000本あ

りますので、それをＬＥＤ化するには数千万円

を要すると試算しているところであります。初

期経費が多額となるということから、計画的に

対応していかなければならない課題であると認

識しているところであります。 

  なお、電気料金の削減でありますが、これにつ

いては、財政健全化の取り組みの中で、市庁舎

においては契約電力の見直しによって年間約150

万円程度削減を図っているところでございます。 

  次に、２項目めの電気の購入先を新電力へ切り

かえできないかということについてお答え申し

上げます。 

  これについては、経費削減の観点から検討すべ

き課題と認識しているところでありますが、た

だ災害時において、特に避難所となる公共施設

の電力の復旧・供給は最優先に確保することが

求められるということから、現在、東北電力と

災害時の協力に関する協定書を締結しておりま

す。また、市の防災訓練等においても多大な御

協力をいただいている関係にございます。そう

いった協力の関係なんかも考慮しながら、ＰＰ

Ｓ新電力への導入に当たっては、経済性の観点

もありますが、総合的な判断が必要になると考

えているところでございます。 

  私からは以上です。 

○海老名 悟議長 大河原教育長。 

  〔大河原真樹教育長登壇〕 

○大河原真樹教育長 初めに、小学校における太陽

光発電における売電収入についてお答えいたし

ます。 

  太陽光発電設備につきましては、市内の小中学
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校９校に設置されております。小学校につきま

しては、愛宕、南原、塩井、上郷、松川の５校

になります。また、中学校につきましては、第

一、第四、第六、第七の４校に設置されており

ます。以上９校につきましては、太陽光発電に

よる売電は行っておりませんので、売電による

収入はない状況となっております。 

  次に、舘山城跡の今後の整備計画についてお答

えいたします。 

  さきの市議会９月定例会における一般質問でも

お答えいたしましたが、舘山城跡は本年３月に

国の史跡に指定され、本市では５番目の国史跡

となりました。 

  これを受けまして、今年度は国道121号に史跡

案内板と史跡内に舘山城跡の概要を示す説明板

を設置したほか、この秋に上杉博物館において

特別展「伊達氏と上杉氏」や記念講演会「ここ

までわかった！国史跡舘山城跡」の開催といっ

た普及啓発活動を行ってまいりました。 

  特に、記念講演会には市内外から大変多くの皆

様に御来場いただきましたことから、舘山城跡

に関する人々の関心の高さを再認識いたしまし

た。また、講師にお招きした文化庁の文化財調

査官からは、舘山城跡の歴史的な意味を伝える

ことや、城が機能していた時期の様子を復元し

た際の見どころを把握すること、さらに何をど

のように見せるかを検討することなど、史跡整

備に至るまでまだまだ調査をすることが必要で

あるとの助言もいただきました。 

  これらのことに留意しながら、今後の具体的な

作業計画ですが、まだ残っている未調査箇所の

発掘調査には今後数年にわたる期間を要するも

のと考えております。その後、遺跡を適切に保

存していくための保存活用計画や史跡公園とし

ての整備に向けた整備計画の策定を経て、実施

設計など本格的な整備へ進めていければと考え

ております。 

  本来であればこうした作業に順次着手していく

予定でありましたが、平成28・29年度の２カ年

事業で、置賜広域行政事務組合が所管する浅川

最終処分場の拡張工事に伴う大南遺跡の緊急発

掘調査を最優先で実施しているところでもあり、

先ほど述べました具体的な作業計画に本格的に

着手できるのは早くても平成30年度以降になる

ものと考えております。 

  次に、国史跡一ノ坂遺跡の現況についてお答え

いたします。 

  一ノ坂遺跡は、斜平山丘陵の麓に広がる今から

6000年前の縄文時代前期初頭の遺跡で、国内最

長の大型住居跡と膨大な数の石器が見つかって

おります。 

  平成９年に国史跡に指定された後、遺跡へのア

クセス道が狭いことや、遺跡が宅地やりんご畑

に囲まれた細長い形状であることを考慮し、遺

跡を復元して観光に生かすのではなく、現状の

まま保護するために山砂で埋め戻しをし、地域

的な活用を前提にした芝生広場にしていること

から、年数回程度、草刈りによる維持管理を行

っております。 

  私からは以上であります。 

○海老名 悟議長 我妻企画調整部長。 

  〔我妻秀彰企画調整部長登壇〕 

○我妻秀彰企画調整部長 私からは、２の米沢市の

わかりやすい地図がない問題についての御質問

にお答えいたします。 

  現在、本市には17の地区があり、それぞれの地

域活動の拠点となるコミュニティセンターを設

置しております。また、各地区においては、町

内会などの自治会や各種団体の皆様にコミュニ

ティセンターを積極的に活用していただきなが

ら、さまざまな活動を通して住みよいまちづく

りに取り組んでいただいていると認識しており

ます。 

  しかしながら、その地区割りや境界については、

本市として条例や規則などにより明確に規定し

ているものはなく、現状としましては、小学校
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の通学区を基本としているものの、それにつき

ましても実際の地区割りとは一部異なっている

ところがあると承知しております。 

  御指摘をいただきました地区区分のわかる地図

を作成するとなりますと、居宅のある区域だけ

ではなく、農地や山林なども含まれていること

から、その境界を明確にし線を引くことは困難

であると考えております。 

  したがいまして、御質問にありました地図につ

いて、現時点において作成することは考えてお

りませんので、御理解をいただきたいと思いま

す。 

  私からは以上です。 

○海老名 悟議長 杉浦建設部長。 

  〔杉浦隆治建設部長登壇〕 

○杉浦隆治建設部長 私からは、３項目めの八幡原

公園内のパークゴルフ場を新たに２コース追加

できないかについてお答えいたします。 

  現在の八幡原公園内にあるパークゴルフ場は、

平成24年に、米沢市パークゴルフ協会の皆様か

ら御要望をいただいたことを受けて、八幡原公

園約8.6ヘクタールの敷地の中でコース設置可能

な約２ヘクタールのスペースを利用し、平成

25・26年度の２カ年で整備し、平成26年10月に

18ホール２コースのパークゴルフ場としてスタ

ートいたしました。 

  施設オープン後は大勢のパークゴルフ愛好者の

皆様に御利用いただいており、また協会の皆様

からはコースの芝刈りなどの施設管理につきま

しても積極的に御協力いただいており、大変感

謝しているところであります。 

  ただいま議員のほうから御提案がありました、

現有コースにさらに２コースを造成し合わせて

36ホール４コースにすることにつきましては、

公園を管理しております担当課の都市整備課の

ほうにも同様の御要望をパークゴルフ協会の皆

様からいただき、ことし10月に協会の皆様と現

地を一緒に歩きながら、２コース追加造成した

場合の具体的レイアウトやコースの公認や大会

開催に必要な条件等について御提案をいただい

たところであります。 

  その後、御提案いただいた内容について内部で

精査検討いたしたところ、追加しようとするコ

ースのうち１コースについては、市内の企業さ

んから創立40周年記念ということで大山桜41本

を御寄附いただき植樹した場所でありました。

また、もう１コースにつきましても、貴重なヒ

メギフチョウの生息地となっていることが判明

し、木の伐採や下刈りによって環境を変えてし

まうとヒメギフチョウへの影響が懸念されるた

め、ここを造成する際には生態調査やモニタリ

ングなど慎重な対応が必要になってまいります。 

  また、当初からパークゴルフ場を目的に整備し

たものではなく、公園の一部を利用しパークゴ

ルフをできる施設とした関係から、さらに２コ

ース造成することは、キャンプ場やバーベキュ

ー等に利用できる本公園の機能も弱くなってし

まうなど、さまざまな課題が出てまいりました。 

  そのようなことから、先日、協会の皆様に御説

明申し上げ、これらの課題があるため、さらに

２コース分造成することは厳しい状況であるこ

とを御理解いただいたところでございます。 

  その際、協会の皆様から、近隣市町村で整備さ

れた、また整備予定のパークゴルフ場を例に挙

げながら、今後整備する場合に重要となるコー

スのロケーションや変化性、そしてコースどり

など、機能性の重要性について利用者側の立場

に立った参考になる御意見やアドバイスをいた

だいたところであります。 

  パークゴルフは市民の健康増進やコミュニケー

ションの場としても大変効果的なスポーツであ

ると認識しているところであります。本市とし

ましては、さまざまな課題があり、今すぐ八幡

原公園内にさらに２コースを造成することは厳

しい状況にありますが、今後ともパークゴルフ

協会の皆様と連携し、検討してまいりたいと考
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えております。 

  私からは以上であります。 

○海老名 悟議長 佐藤忠次議員。 

○１５番（佐藤忠次議員） 御答弁大変ありがとう

ございます。それでは、具体的にもう一度質問

させていただきます。 

  米沢市内にも多くの太陽光パネルが見受けられ

ます。そして、屋根にも設置されているところ

もたくさんあります。この太陽光パネルの設置

場所や、またどの程度の発電量があるものか、

こういうものは市で把握されているのでしょう

かお伺いします。 

○海老名 悟議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 太陽光パネルにつきまし

ては、市への届け出義務というものは法的にも

ございませんが、まず一つは、昨年度まで市で

も環境生活課が窓口となりまして補助を行って

おりました。したがいまして、その補助を御利

用された方については把握をしているというよ

うなところであります。 

  また、全体で言いますと、固定買い取り制度を

利用しているという方ですと、国のほうで取り

まとめて、場所はわからないんですが、件数に

ついては公表しております。本年の７月現在で

ありますが、米沢市内でありますと導入件数が

818件で、容量としましては合計で２万キロワッ

トというようなところで国のほうで公表されて

いるところでございます。 

○海老名 悟議長 佐藤議員。 

○１５番（佐藤忠次議員） ありがとうございます。

教育長さんより、さっき小学校、中学校に設置

されている太陽光発電については売電はしてお

りませんということですが、どうしてなんでし

ょうか。 

○海老名 悟議長 船山教育管理部長。 

○船山弘行教育管理部長 簡単に申し上げますと、

そこで発電する電力量が実際に学校で使用する

電力量に比して著しく少ない。要するに自前で

使ってしまえばそれでなくなってしまうという

現況があるということです。 

  あと、もうちょっと詳しく言えば、防災の、要

するに停電になったときに蓄電池を持って一定

期間、一定時間の間防災施設にもなっておりま

すので、その分の電力を賄うがためにつくられ

たという趣旨もありますので、そもそも売電と

いうことは想定されていなかったというふうに

思っております。 

○海老名 悟議長 佐藤議員。 

○１５番（佐藤忠次議員） ちょっとおかしいんじ

ゃないでしょうか。普通一般家庭で屋根に太陽

光パネルを上げておりますと、その発電によっ

た電力として、例えば電力会社から買っている

使った電力の差し引きで毎月電気料が徴収され

るという話を聞いております。それでは、学校

に発電はされているんですが、それは電力会社

にはどういう形でやっているんでしょうか。た

だ寄附しているというそういう精算になってい

るんですか。 

○海老名 悟議長 船山教育管理部長。 

○船山弘行教育管理部長 学校で太陽光発電で発電

した電力は、学校の電力として使用していると。

そのほかにも当然東北電力等から電力が来てお

りますが、それで足りない分は当然東北電力か

らの電気で賄っているということになっていま

す。 

○海老名 悟議長 佐藤議員。 

○１５番（佐藤忠次議員） それでは、その電力使

用は引かれて電気料は徴収されるわけなんです

ね。発電したものを引かれているということな

んですね。 

○海老名 悟議長 船山教育管理部長。 

○船山弘行教育管理部長 理論的にはそういうこと

になります。それでも発電量は微々たるもので

すので、影響額は、理論上は計算はできるかも

しれませんが、ほとんど微々たるものというふ

うに理解しております。 
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○海老名 悟議長 佐藤議員。 

○１５番（佐藤忠次議員） ちょっとわからないん

ですが、毎月の発電量とそれに電気料くらいな、

その記録はありますか。 

○海老名 悟議長 船山教育管理部長。 

○船山弘行教育管理部長 ９校のうち７校につきま

してはそういうふうにわかるようなシステムに

なっておりまして、発電量を例えば申し上げれ

ばですが、愛宕小学校で４月、実際に使ってい

る電力の使用量が7,072キロワットになっていま

す。４月に太陽光発電で愛宕小で発電した量は

1,495キロワットというふうな形になっておりま

すので、施設で使う使用量のほうが圧倒的に多

いというのがどこの学校でも同じ状態です。 

○海老名 悟議長 佐藤議員。 

○１５番（佐藤忠次議員） 何とかわかったような

気がします。ありがとうございます。 

  それでは、次に移ります。 

  きのうも南原地区にある木質バイオマス発電所

の稼働についての質問がありましたが、米沢市

とのかかわり合いはどうなっているのでしょう

か。 

○海老名 悟議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 新たな発電施設でありま

すが、もちろん直接その発電された電気を米沢

市内で使えるというものではありません。東北

電力のほうに売電されるというようなことにな

りますが、一番米沢市に影響があるのは、やは

り木材チップというようなところで、地元の置

賜地域になりますが、半数以上最終的には地元

の木材を使いたいというような目標を掲げられ

ておりますので、そちらのほうでは非常に私ど

ものほうとしてはプラスの効果があると思って

おります。 

  もう一つにつきましては、この12月定例会の補

正予算のほうでも提案させていただいておりま

すが、発電のときに発生する熱を利用して果物

などの栽培に生かしていきたいというようなこ

とを考えておられますので、ぜひそのようなこ

とが実現になれば本市としても相当農業の面か

らいってもプラスになるのではないかなと思っ

ております。 

○海老名 悟議長 佐藤議員。 

○１５番（佐藤忠次議員） 大変いい構想だと思い

ます。 

  そしてまた、その売電した発電ですか、それは

東北電力に売るんでしょうか。それとも、新会

社に売電なさるのでしょうか。 

○海老名 悟議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 固定買い取り価格制度を

使用するというようなことをお聞きしておりま

すので、恐らく東北電力さんのほうに売電する

ということになろうかと思います。 

○海老名 悟議長 佐藤議員。 

○１５番（佐藤忠次議員） ありがとうございます。

米沢市には八湯と呼ばれる温泉場があります。

この地熱を使った発電所なんかも研究されたら

いかがでしょうかお伺いします。 

○海老名 悟議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 御承知かもしれませんが、

現在、小野川温泉の旅館のほうで山形大学のほ

うが中心となって、温泉熱のバイナリー発電の

今の段階ではあくまでも実証実験というところ

でありますが、それを行っているところであり

ます。その成果、ぜひいい成果が出て今後他の

もっとふやしていけるようなふうになればと私

どものほうも期待しているところでございます。 

○海老名 悟議長 佐藤議員。 

○１５番（佐藤忠次議員） 大変いいことだと思い

ます。ぜひ研究されて実用化に移したいものだ

と思います。 

  私も本当に今考えているんですが、前にも質問

しましたが、本当に原発は要りません。やはり

東京の大消費地と提携して、市営の天然ガス発

電所なんかも企画されたらいかがでしょうか。

そして、もちろん南原の木質バイオマスのよう
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に農業にも役立つようなそういう構想で、ぜひ

天然ガスを利用されたらいかがかと思いますの

で、その辺も研究していただきたいと思います。

何かコメントあったらお願いします。 

○海老名 悟議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 これまでもお答えしたと

ころでありますが、なかなか規模やコストを考

えますと、市営というものは相当難しいなと思

っているところでありますが、例えば民間企業

などからそういうお話を例えば検討等していた

だけるということであれば、私どものほうとし

ても内部で検討させていただきたいというよう

なところで考えているところでございます。 

○海老名 悟議長 佐藤議員。 

○１５番（佐藤忠次議員） 世田谷区でやっている

発電事業はやはり公営なんですが、リース方式

でやっているようです。例えば米沢市でコピー

機なんかはリースで借りていると思いますが、

民間会社が全部発電されるまで段取りをしまし

て、その後、市がリース料を払いながら売電収

入で収入を得ているというような方式だと思い

ます。ぜひそういった方式も考えていただきた

いと思います。 

  次に移ります。 

  コミュニティーを中心にしたこの地区区分図と

いうことで答弁いただきましたが、地区ごとの

境界線が山林であったり農地であったりしてわ

からないというようなことで、地区単位の地図

はつくれないという答弁でございましたが、な

ぜでしょうか。境わからないのですか。その辺

ちょっとお伺いします。 

○海老名 悟議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 新市のほうになれば、当

然基本としましては旧村単位のエリアが境界の

おおよその目安になるというようなところだと

思われますが、その後、合併して相当年数がた

って、さまざまな道路、あとは開発もその区域

間で進んでいるというのが現状であります。し

たがいまして、人が住んでいらっしゃらないと

ころを、例えばここは何々地区、この山は、こ

の農地については何々地区という分け方をする

というものは現時点ではなかなか難しいのかな

と、私どもの持っている土地の所有者イコール

その地区ということでは簡単なそういう考えで

はないと思いますので、なかなかそこまでは難

しいのかなと思っているところでございます。 

○海老名 悟議長 佐藤議員。 

○１５番（佐藤忠次議員） 米沢の17地区というの

は、30年の昭和の合併でほとんどが合併された

地区です。そういった面で、そういう合併当時

の旧地図はあると思うんです。やはりそういう

ものを重点にしながら、やはりコミュニティー

を中心にした地図はぜひつくっていただきたい

と要望申し上げます。 

  では、次に移ります。 

  八幡原公園にパークゴルフ場ということで答弁

をいただきました。この八幡原公園については、

答弁にもありましたが、市長さんも立ち会いで

見ておられると思います。あそこには杉が林立

しておったり、それから原生林というんですか、

なかなかまた昔の巨木があったり、いろいろ本

当にまだ開発されていない土地がございます。

そして、その中にヒメギフチョウの生息が確認

されるというようなことでございますが、それ

も大事かと思いますが、今あの荒れ地には、こ

としもそうですが、熊が散策しております。公

園としては非常に危険なんです。梓川沿岸を、

なかなか熊はそういうやぶを主体にして散策し

ているものですから、幸いにしてあのパークゴ

ルフ場の皆さんには何も被害はなかったと思い

ますが、ぜひ原生林を開発して、もちろん杉な

んかも切っていただいて立派な２コースをつく

っていただきたいと思います。もう一度コメン

トをお願いします。 

○海老名 悟議長 杉浦建設部長。 

○杉浦隆治建設部長 現時点で２コース追加するこ



- 93 - 

とについて、さまざまな課題があるというよう

なお話はさせていただきました。そして、杉な

どの原生林のほうを広げてというようなお話も

ありました。一方で、公園を設置する目的で整

備したというような経過もあります。自然の緑

豊かなと、そういった着目もあります。そうい

った点もありますので、内部のほうで公園のあ

り方という形を種々検討させていただきたいと

考えております。 

○海老名 悟議長 佐藤議員。 

○１５番（佐藤忠次議員） ぜひ検討して２コース

をつくってください。 

  それでは、次に移ります。 

  戸塚山史跡発掘は今後どのようになっていくの

でしょうか。さっきの答弁では、浅川の埋め立

て地のために２年ぐらいは何も手をつけられな

いというような答弁でございましたが、浅川に

は浅川分校の廃校舎がございます。あれを何と

か史跡資料展示館にでもしていただけたら大変

よろしいのではないかとそんな構想もございま

すので、ぜひ戸塚山関係の発掘の予定をお知ら

せください。 

○海老名 悟議長 船山教育管理部長。 

○船山弘行教育管理部長 戸塚山につきましては、

議員も御存じのとおり、発掘調査を進めてはお

ります。先ほど舘山城跡の発掘調査の件でも教

育長から述べさせていただきましたが、まず

28・29年度は浅川の処分場の関係の発掘がある

というふうにお知らせしました。その後やはり

30年度以降になりますが、舘山城跡のほうを主

力にせざるを得ないというふうに考えておりま

す。戸塚山についても、その中でなるべく途切

れることなく調査を続けていきたいと思います

が、実は、舘山がちょっとめどが立ってからど

うするかというふうなことを考えざるを得ない

状況だということを御理解いただきたいという

ふうに思います。 

○海老名 悟議長 佐藤議員。 

○１５番（佐藤忠次議員） わかりましたが、本当

はもっと早くやってもらいたいと思います。 

  それで、今ちょっと言いましたが、浅川分校の

廃校舎の活用についてはどのように考えておら

れるのでしょうか。 

○海老名 悟議長 船山教育管理部長。 

○船山弘行教育管理部長 浅川分校につきましては、

地元の方と御相談をさせていただいて、やはり

一番多く希望なさっているのが社会体育と申し

ますか、今浅川分校は体育館をスポーツ関係で

利用したいというお声が多かったというふうに

理解しましたので、その体育館を利用できるよ

うに進めている現況でございます。校舎につき

ましては、大分使っていないと古くなっていく

ということもありまして、行政資料関係を置か

せていただくスペースとして活用させていただ

いております。以上です。 

○海老名 悟議長 佐藤議員。 

○１５番（佐藤忠次議員） 浅川分校の廃校という

か、浅川分校が小学校に統合するときのいろい

ろな話し合いについては、地区の要望に応える

というようなことを言っておられます。それで、

何かちょっとその後の地区との話し合いは持た

れたんでしょうか。 

○海老名 悟議長 船山教育管理部長。 

○船山弘行教育管理部長 今申し上げました体育館

の利用等については、地区の方とお話し合いを

して、地区の方の希望がそうであるということ

を踏まえて私どももそういうふうにしたという

ように考えております。 

○１５番（佐藤忠次議員） わかりました。ぜひい

っときも早く、あのままでは何も使わないと本

当に寂れてしまいます。ぜひ活用方法を考えて

いただいて、よりよい廃校の校舎を利用してい

ただきたいと私から要望申し上げて、質問を終

わらせていただきます。ありがとうございます。 

○海老名 悟議長 以上で15番佐藤忠次議員の一般

質問を終了し、暫時休憩いたします。 
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  再開は午後１時といたします。 

 

午前１１時５８分 休  憩 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

午後 １時００分 開  議 

 

○海老名 悟議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  次に進みます。 

  一つ、本市の農畜産業をめぐる情勢について外

２点、３番島貫宏幸議員。 

  〔３番島貫宏幸議員登壇〕（拍手） 

○３番（島貫宏幸議員） 明誠会の島貫宏幸です。

12月定例会もきょうは２日目ということでござ

いますが、今回、14名の皆さんが一般質問に立

たれます。ちょうど私で半分ということで、後

半戦のトップバッターということになろうかと

思いますが、思いを込めて質問してまいりたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

  師走に入り、冷え込みがさらに厳しく感じるよ

うになりました。きょう７日は、二十四節気の

中での大雪に当たります。けさはうっすらと市

内は雪化粧をまといました。ことしの初霜と初

氷は昨年より12日早い10月31日で、初雪も昨年

より16日早い11月９日でしたが、市民の皆様に

おかれましては、体調管理に十分に気をつけら

れましてお過ごしいただきたいというふうに思

います。 

  少し振り返りますと、夏以降の台風が繰り返し

上陸したことや、秋雨前線の停滞による日照不

足で露地物野菜が軒並み高騰し、家計や外食産

業、給食にまで影響が出ました。12月に入って

も、一部を除いて、生食野菜や鍋物、漬物に使

う白菜が品薄で高どまりとなっております。ま

た、北海道のジャガイモやタマネギについても

品薄感があることから、輸入拡大の動きがあり、

相場高は農家にとって決して悪い話ではありま

せんが、国産野菜の需要減につながりかねませ

ん。我が国の食を守るためにも安定した供給は

大きな課題であり、それに携わる農家の経営も

セットで対応策を講じていかなければならない

と思います。 

  それでは、質問に入ります。 

  １つ目の本市における農畜産業をめぐる情勢に

ついてお尋ねします。 

  昨年10月に示された米沢市農業振興計画の中で、

稲作、園芸作物、畜産と、どの分野でも高齢化

や担い手不足が深刻化しており大きな課題とな

っているとの認識が示されております。県が９

月に発表された県内の新規就農者数は300人で、

調査を始めた昭和60年度以降で過去最多と新聞

でも報道がありました。 

  一方で、本市の今年度の新規就農者は５人と、

目標としている年間10人の半数で、ここ数年の

統計を見ても横ばいの傾向が続いております。

本市の農畜産業の振興に大きな影を落としてい

ると思います。 

  そこで、本市における担い手確保の取り組みと

今後の課題についてお尋ねをいたします。 

  次に、米の直接支払交付金廃止後の対応につい

てお尋ねをします。 

  国の減反による生産調整に協力している農家に

対し10アール当たり7,500円交付されている、い

わゆる米の直接支払交付金が平成29年度で廃止

となり、さらには平成30年産米からは生産調整

が事実上廃止となることから、このことが本市

の稲作農家の経営にとっても喫緊の課題となっ

ていると思います。 

  また、近年では、高齢化や後継者不足、農機具

などの設備の寿命をきっかけに継続を断念され

る担い手が農業振興計画のデータでも明らかに

されておりますけれども増加傾向であり、農地

の有効活用についても課題となっております。 

  こうした状況も踏まえ、米の直接支払交付金廃
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止後の対応策としてどのような具体策を検討し

取り組んでおられるのか、その進捗状況をお尋

ねします。 

  次に、畜産の振興施策の現状と課題についてお

尋ねします。 

  本市の畜産は、乳牛、和牛の繁殖、肥育、養豚

と大きく４つに分けられます。生産の過程で出

る堆肥は田畑に還元するいわゆる有機農法に用

いられ、耕畜産連携も進む中、有機栽培米など

を初めブランド作物を生産する上で大きな役割

を果たしてきました。 

  しかし、畜産農家においても担い手の高齢化や

後継者の確保が課題となっており、また輸入飼

料に依存している割合が高く、円安による飼料

代の増加なども懸念材料となっております。 

  特に、和牛市場においては、平成22年に起きた

宮崎の口蹄疫に端を発し、平成23年の東日本大

震災と立て続けに起きた災いの影響、また高齢

化などによる理由で廃業する繁殖農家が相次ぎ、

全国的な子牛の供給不足となりました。 

  ＪＡ全農が指定市場における子牛価格の推移に

ついて調べたデータによりますと、平成21年の

平均取引価格が36万822円と底値であったのに対

し、平成28年10月の平均価格では81万8,420円と、

ここ７年で２倍以上にはね上がっており、繁殖

農家にとって収益が改善する一方で、肥育農家

にとっては子牛の導入費用が大幅に増大したこ

とで経営を圧迫している状況ではないでしょう

か。 

  本市を代表するブランドの米沢牛を守るために、

こうした背景を踏まえ、本市における畜産の振

興施策の現状と課題についてお伺いします。 

  次に、大項目の２つ目、発達障がい児の療育支

援に関する本市の取り組みと課題についてお尋

ねをします。 

  平成16年12月10日に公布された発達障害者支援

法によると、発達障がいとは「自閉症、アスペ

ルガー症候群その他の広汎性発達障害、学習障

害、注意欠陥多動性障害、その他これに類する

脳機能の障害であって、その症状が通常低年齢

において発現するものとして政令で定めるも

の」とされています。今でこそ法律によって定

義され、多くの国民にも理解が広がりつつあり

ますが、ほんの10年前までは、かんしゃくや落

ち着きがないなどの場合、「育て方が悪い」や

「本人の努力不足」と思われ、想像を働かせて

相手の気持ちを察することが難しいために、そ

の言動や行動を理解してもらえず、御家族もそ

うですが、つらい幼少期を送らざるを得ません

でした。 

  ようやくこうした法律の整備によって行政など

の福祉サービスを受けることができるようにな

り、育児の相談や専門機関の紹介等の支援が広

がりを見せてきました。しかし、本市における

専門の療育や訓練を行うための施設が設置され

ていない状況です。 

  米沢市重要事業要望書の中でも、発達障がい児

の療育支援の推進について県への要望が出てお

りますが、発達障がいが疑われる乳幼児に対す

る支援について、早期の診断、早期の療育が非

常に重要であると認識しておられるのにもかか

わらず、実態として、上山市にある専門機関県

立こども医療療育センターでの初診までの待ち

期間が６カ月から７カ月を要し、現在も改善さ

れておりません。 

  先月、知事を囲むタウンミーティングが本市で

開催されましたが、地元での療育を求める会の

代表の方の意見の発表で、地元での受診が難し

いことから、専門機関が充実している福島市や

郡山市での受診をしておられる方が70名から80

名おられるとの意見が出されました。通う負担

を考えれば早期にこの課題を解決すべきである

ことは明白です。 

  そこでお尋ねします。 

  患者の推移と、現状の課題をどう認識されてい

るのか。 
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  受診や療育先の確保など、どのように進められ

ておられるのか。 

  早期の専門機関の設置に向けてどのように取り

組んでおられるのか。 

  この３点についてお伺いをいたします。 

  次に、第54回全国中学校スキー大会の開催につ

いてお尋ねします。 

  市役所南西の角の交差点、総合公園の交差点の

角、各コミセンにもポスターやのぼりが設置さ

れ御承知の方が多くなってきているとは思いま

すが、来年２月３日金曜日から２月５日日曜日

までの３日間にわたり、全国中学校スキー大会

が本県で開催されます。 

  本県開催が決定してからここ数年は特に、日ご

ろよりスキーの振興を図るのと同時に、本市の

選手強化に向けた取り組みがなされてきたこと

と存じます。関係されている皆様に感謝を申し

上げたいというふうに思います。 

  会場は大きく３つに分かれており、アルペン競

技は最上町の赤倉スキー場で、クロスカントリ

ー競技は真室川町の秋山クロスカントリーコー

スで、そして本市では御成山公園ジャンプ場で

スペシャルジャンプ競技とコンバインドジャン

プ競技、総合公園では特設コースでコンバイン

ドクロスカントリー競技が開催されます。これ

から全国各地で始まる厳しい地区予選を勝ち抜

き、その一瞬にかけた熱い戦いを期待するとこ

ろであります。 

  ここで質問に入りますが、全国からお越しいた

だける選手並びに関係者皆様のスムーズな受け

入れが必須となります。大会の運営体制と、受

け入れ準備の進捗状況についてお伺いをします。 

  また、今回は全国クラスの大会を間近で見るこ

とができる貴重な機会になると思います。市民、

そして小中学生にも臨場感ある熱い戦いを応援

を通じて体感していたただければと考えますが、

開催の周知と応援についてどのように考えてお

られるのかを最後にお尋ねし、壇上からの質問

とさせていただきます。 

○海老名 悟議長 山口産業部長。 

  〔山口昇一産業部長登壇〕 

○山口昇一産業部長 私からは、１番目の農畜産業

をめぐる情勢についての御質問にお答えをいた

します。 

  初めに、担い手確保の取り組みとその課題であ

りますが、山形県全体での新規就農者数は平成

22年度から１年当たり200人を超えており、平成

28年度、これは平成27年の６月１日からことし

の５月31日までに就農された新規就農者数であ

りますが、平成に入ってからは最高の300人とな

っております。その内訳を見ますと、半数を超

える152人が法人への雇用就農となっております。

一方、本市の平成28年度の新規就農者数は、御

指摘のとおり５人でありまして、そのうち３人

は市内の農業法人への雇用就農であり、今年度

限りで見ますと県全体と同じ傾向ではあるわけ

でありますが、近年の本市の動向を見ますと、

親元就農が多く、農業法人への雇用就農はまだ

まだ少ない状況となっております。 

  今後、さらに少子化、高齢化など担い手が減少

していく中で、持続可能な地域農業の実現には

法人化や集落営農の取り組みが特に重要である

と認識をしており、今後、農業をゼロから始め

る新規就農者の研修先や雇用就農の受け皿とし

てもその役割は大きなものというふうに考えて

おります。 

  現在、人・農地プランの話し合いの中で、２つ

の地域が法人化に向けての話し合いを進めてお

り、この支援を継続してまいりたいというふう

に考えております。 

  なお、新規就農者への支援としては、国の青年

就農給付金、経営体育成支援事業や県及び市の

補助事業を活用しながらこれを推進してまいり

たいというふうに考えております。 

  次に、米の直接支払交付金廃止後の対応につい

ての御質問であります。 
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  御指摘のとおり、平成30年産米から国による主

食用米の生産数量目標配分が廃止されるに伴い

まして、米の直接支払交付金については廃止さ

れることが既に決定をしております。平成30年

産米以降、10アール当たり7,500円の米の直接支

払交付金が廃止をされることから、これまで以

上に安定した米価を維持していくための取り組

みがさらに必要になってくるものというふうに

考えております。 

  具体的には、平成30年産米以降も県全体で主食

用米の需給調整を引き続き行っていくために、

現在、県が主体となり、関係者による検討を行

っているところであります。なお、転作作物に

対する国の交付金は継続される見通しであるこ

とから、これまで同様、大豆や飼料作物、また

飼料用米等の作付拡大を推進をしていきたいと

考えております。 

  また、持続可能な地域農業を実現するため、現

在も行っております法人化や集落営農へ移行す

るための話し合いや研修会を継続して行ってま

いりたいと考えております。 

  次に、畜産振興施策の現状と課題についての御

質問にお答えをいたします。 

  初めに、本市畜産の概要について申し上げます。

平成28年２月現在において和牛の繁殖が21戸、

飼養頭数は約430頭、和牛の肥育16戸、飼養頭数

にして1,700頭、乳用牛は12戸、飼養頭数が約

1,200頭、養豚は３戸、飼育豚は約2,700頭とな

っております。 

  また、産出額については、平成26年度の推計値

で約19億円となっており、そのうち肉用牛は約

10億円、乳用牛が約７億円、豚が約２億円とな

っております。 

  米沢牛ブランドを維持する肉用牛については、

現在、全国的な和牛頭数不足により、子牛の価

格において御指摘のとおりでありますが、平均

約80万円とこれまでにない高い価格で取引がさ

れております。さらに、米沢牛枝肉市場の取引

価格においては、これまでにない高価格となっ

た前年と比較をいたしますと、ことしは１キロ

当たりの単価で約500円程度下がり、現在は

2,900円前後、１頭当たりの平均価格で約20万円

の減で推移をしておりますが、依然として高目

の安定した取引が続いております。しかし、肥

育素牛の高騰により、今後の枝肉取引価格次第

では経営の逼迫が懸念されているところであり

ます。 

  和牛頭数を確保するためには繁殖牛の増頭が不

可欠であると考えておりますので、子牛価格の

動向を見据え、優良肉用雌牛導入事業基金の増

資を図りながら、市有牛の貸付制度の活用を推

進し、増頭を支援してまいりたいというふうに

考えております。 

  また、転作田を利用した土地利用型の飼料作物

の作付を推進し、耕畜連携の強化を図りながら、

飼料自給率の向上を目指してまいりたいと考え

ております。 

  このような取り組みを通し米沢牛ブランドのさ

らなる発展に努めてまいります。 

  私からは以上です。 

○海老名 悟議長 堤健康福祉部長。 

  〔堤 啓一健康福祉部長登壇〕 

○堤 啓一健康福祉部長 私からは、２の発達障が

い児の療育支援に関する本市の取り組みと課題

についてお答えいたします。 

  初めに、患者数の推移でありますが、ＡＤＨＤ

や自閉症スペクトラム障害等、いわゆる発達障

がいの患者数といった統計はありませんので、

ここで具体的な数値をお示しすることはできま

せんが、発達障がいに関する相談の件数や人数

について把握しているデータをお答えいたしま

す。 

  県立こども医療療育センターに設置されており

ます発達障がい者支援センターへの相談件数は、

県全体として平成25年度1,514件、26年度が

1,624件、27年度が1,643件と年々増加しており
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ます。 

  さらに、障がい者の相談支援事業所であります

「あずさ」と「すてっぷ」への発達障がいに関

する相談者数も近年増加しておりまして、平成

25年度は７人、平成26年度は40人、平成27年度

は50人となっており、発達について何らかの心

配を持っている人が増加している現状にあると

言えます。 

  また、福島の医療機関を80名が受診していると

のことでありますが、そういった県外の医療機

関における受診数につきましては把握し切れて

いないため、詳細についてはわかっておりませ

ん。しかし、県立こども医療療育センターの初

診待ちの時間が長期化していることから、他県

での受診に至っている方もおられるものと考え

ております。 

  発達障がい児の診断までの待ち時間が長期化し

ている状況においては、施設整備や専門の医療

職の不足等の課題もあり、大変憂慮すべきこと

と認識しております。 

  県立こども医療療育センターの初診待ちが長期

化している状況への対策として、昨年度から、

未就学児に限り、発達障がいの初診時の予約を

県の要請により市町村で行うことになりました。

このことにより、診断に必要な情報を事前に把

握し、医師の診察前に心理判定を行うなど、ス

ムーズな受診と受診後の適切な支援を実施でき

るものとしております。 

  現段階では初診待ちの短縮という成果はまだ見

られていませんが、今後、初診までの期間が短

縮され、より多くの方が診察を受けられるよう

になると思われます。 

  また、発達に障がいのある人がライフステージ

で切れることなく継続した支援を受けるための

情報共通ツールとして、平成26年度より「やま

がたサポートファイル」を作成し、希望する保

護者に配布しております。平成26年度は９人、

27年度は21人、今年度は11月現在で14人の方が

活用しております。 

  さらに、本市では、発達について気になる場合

に診断前から支援する事業としまして、発達障

がい児早期サポート事業を実施しております。

内容としましては、ひまわり学園に定期的に親

子で通所してのグループ指導や、電話・来所で

の個別指導を行っております。通所状況としま

しては、月１回から４回程度の通園となります

が、約20人の未就学児童が利用しております。 

  また、発達障がい児を就学前の早期に発見し、

保護者に対して育児支援を行う事業として、５

歳児発達相談を実施しております。内容は、小

児科医師と精神科医師による診察と保護者への

説明、保健師や臨床心理士によるかかわり方へ

の助言などとなっております。平成25年度は７

人、26年度は６人、27年度は11人が相談を受け

ております。 

  発達障がい児の支援におきましては、これら既

存の事業を有効に活用できるよう事業の充実を

図るとともに、保育所等の職員への技術的指導

や障がい児への集団生活への適応のための専門

的な支援等が行えるよう、新たなサービスメニ

ューである保育所等訪問支援に関する事業所指

定の準備、検討を進めてまいります。 

  続きまして、治療先の確保についてお答えいた

します。 

  発達障がい児の支援は早期の診断と療育が大切

でありますが、置賜地域には診断と療育を総合

的に行える医療機関がございません。これは、

本市のみでなく、県内の多くの市町が抱えてい

る課題であります。 

  ほとんどの児童には小児科などのかかりつけ主

治医がおりますので、発達について気になるこ

とについて主治医にアドバイスをもらいながら、

確定診断には至らなくても療育していくことは

可能であります。 

  発達障がいの確定診断は専門の医療機関でも時

間がかかる場合が多く、診断を待つまでの期間
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を、さきにお答えしました発達障がい児早期サ

ポート事業等を活用いただき、保健師や相談支

援専門員が支援することにより保護者等の不安

を軽減していくことも可能となります。 

  また、何らかの診断を受けた場合には、未就学

の児童であれば児童発達支援、就学中の児童生

徒であれば放課後等デイサービスとして障がい

福祉サービス事業所に通所し、そこでは一人一

人の状態に合わせた個別支援計画に基づき、療

育支援を実施しております。 

  続きまして、専門医療機関の設置に向けた取り

組みについてお答えいたします。 

  平成29年度米沢市重要事業要望事項としまして、

県に対し置賜地域に専門医療機関の建設を要望

しておりますことは御承知のことと思います。

この要望に対して県の回答といたしましては、

担当する医師や医療職の確保が困難なことなど

により、現段階において新たな施設整備につい

ては難しいとの回答でありました。 

  発達障がいに係るセンターなどの医療機関の建

設につきましては、本市のみで解決できる課題

ではありませんので、引き続き当事者団体や支

援者団体等に働きかけるとともに、置賜３市５

町の連携を強化し、県への要望活動を展開して

まいりたいと考えております。 

  私からは以上でございます。 

○海老名 悟議長 大河原教育長。 

  〔大河原真樹教育長登壇〕 

○大河原真樹教育長 私からは、来年２月２日から

山形県で開催されます全国中学校体育大会中学

校スキー大会について申し上げます。 

  先ほど議員がおっしゃられましたように、本市

では２月３日からスペシャルジャンプとノルデ

ィックコンバインド競技が行われます。現在、

県中体連会長を中心に全中スキー大会山形県実

行委員会が立ち上げられ、準備を進めておりま

す。実行委員会には県と開催地の自治体、教育

委員会、体育協会、スキー連盟が加わっており、

連携協力しながら開催に向けての準備を行って

いるところであります。大会会場の設営等に係

り、東根市にある陸上自衛隊第６師団第20普通

科連隊にも協力を要請しております。 

  また、本市開催のスペシャルジャンプとノルデ

ィックコンバインド競技を主管する米沢実行委

員会も立ち上げられており、大会実施計画や式

典、輸送、交通、医療救護等の各種要綱の作成、

会場施設の整備や駐車場の確保、除排雪体制の

確立、さらに競技役員の編成など、これまで準

備を進めてきております。大会期間中は競技役

員として市内中学校の教員のほか、東置賜と西

置賜の中学校の教員も大会運営に当たることに

なっております。 

  本市を会場とするスペシャルジャンプとノルデ

ィックコンバインド競技については、既に大会

の１次申し込みが締め切られており、本県以外

に９つの道県から監督、コーチを含む最大124名

の選手団の参加が見込まれています。小野川温

泉の５つの旅館が受け入れることになっており、

宿泊だけでなく、競技に必要なワックスルーム

の設営などの対応も各旅館で行うことになって

おります。 

  続きまして、大会開催の周知についてでありま

すが、各学校、コミセン、公共施設等に掲示し

ているポスターやのぼり旗、市営体育館及び皆

川球場に掲げております横断幕等で行っている

ほか、広報よねざわ１月１日号に掲載する予定

です。また、大会ホームページを県の実行委員

会で作成しております。 

  本市開催競技は２月４日土曜日、５日日曜日に

行われますが、特に２月５日日曜日の午後に行

われるコンバインドクロスカントリーについて

は、皆川球場内を含む米沢総合公園に特設する

クロスカントリーコースで開催されますので、

市内小中学校の各家庭に案内プリントを配布し

周知するとともに、大会当日の行事や部活動に

ついて校長会等で配慮をお願いするなど、より
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多くの児童生徒、市民の皆様に観戦してもらい

たいと考えております。 

  また、選手として参加する中学生だけでなく、

ジャンプ競技開始前のテストジャンプや、クロ

スカントリー競技の前走後走の係員として参加

する地元中学生、スキークラブに所属する地元

の小学生や高校生にも協力していただきます。

多くの方々から御声援をいただきたいと考えて

いるところでございます。 

  私からは以上です。 

○海老名 悟議長 島貫議員。 

○３番（島貫宏幸議員） まずは、御答弁ありがと

うございました。それでは、順次再質問をさせ

ていただきたいと思います。 

  まずは、担い手の確保と取り組みの課題につい

てでございます。 

  もう既にごらんになっている方は多いと思うん

ですが、農業振興計画策定に先立ち、平成25年

の11月15日から29日にかけて、水田や転作田を

耕作している農業者1,899名を対象に意向調査が

行われました。回収率は76％でありました。経

営主の平均年齢は62歳ということで、それから

３年たっていますので、今65歳になろうかと思

います。60歳代以降の全体の割合でいくと65％。

後継者がいる世帯は24％。「今後５年間の農業

経営の展開方法については」という問いには、

61％の方が「現状維持」としております。それ

が30年にその５年後を迎えるというふうなこと

になろうかと思います。「規模拡大」が12％、

「縮小・離農」が25％と厳しい状況にあるとい

うふうに思います。 

  12月１日の山形新聞の記事に、市外からの移

住・定住と新規就農者をセットにした支援基金

を創設ということで、こちら長井市議会さんが

12月定例会に関係の議案を提出されるというふ

うな見出し、記事でございました。基金を創設

して財源を積み立てて、２年後の実施に向けて

事業の準備をしていくということであります。

内容についてなんですが、引っ越しや研修費用

を国の制度とあわせて独自に支援をするという

ことで、引っ越しや移住に必要な経費40万円、

生活支援金が月２万円から５万円、３年目から

５年間は自立経営の準備期間として、中古農機

具の購入資金だったり農地の賃借料、あと家賃

の一部を補助というふうなことでございました。 

  ことしだったと思うんですが、予算委員会の前

に山口部長と勉強会の席でも、農機具のバンク

並びに中古農機具を利用していただきながら、

そうしたニーズに合わせてそういう振興策につ

なげていく、後継者をつくっていくんだという

そういう思いをちょっとお話しさせていただい

たわけなんですが、お隣長井市では既にこうし

た議案が上程されるというふうな状況がありま

す。 

  本市においても、そうした課題についてこれか

ら取り組むべき課題というふうに私も思うわけ

なんですが、こういう背景を考えたときに、現

時点で、今お話しした内容についてどんな感想

をお持ちになられたかお伺いしたいと思います。 

○海老名 悟議長 山口産業部長。 

○山口昇一産業部長 米沢市の新規就農者が５人と

いうふうな低調なわけでありますが、一つ要因

としては、13市の中でさまざま情報交換をする

場があるわけでありますが、やはり法人化とい

いますか、雇用の受け皿としての経営体が、少

し組織率として米沢は低いのかなというふうに

感じております。きのう答弁の中で、作業受託

型の大豆やソバを中心としたそういった団体は

出てきておりまして活躍もしていただいており

ます。花関係、畜産関係というのはあるんです

が、いわゆる水田営農型の法人や集落営農の組

織率が庄内地方などに比べるとまだまだ低いな

というふうな実感を持っております。こうした

部分でのやはり法人化をこれから力を入れてて

こ入れをしていく必要があろうということと、

それから同じようにさまざまな自治体と意見交
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換をした中で、例えば研修の機会を確保するた

めに、新規就農者の研修受け入れ協議会のよう

なものを地域の中でつくったり、あるいは今御

指摘のように青年就農給付金ではカバーし切れ

ない農地の借料ですとか、それから機械、資材

の購入費、それから住宅費、こういったものま

で単独で支援をしている自治体などもふえてき

ておりますので、農業振興計画に掲げた目標を

クリアするためには、今後そういった視点での

支援というものを真剣に検討していく必要があ

ろうというふうに考えております。 

○海老名 悟議長 島貫議員。 

○３番（島貫宏幸議員） 御存じかどうかなんです

が、天童市の農業法人で「ねぎびとカンパニ

ー」というのがあります。そこの経営者はたし

か30代だったかと思うんですが、全国から志を

同じくする仲間を集めてどんどん規模拡大をさ

れているようです。水田を畑地化にする交付金

を利用しながら面積を拡大して、ネギが中心な

んですが、そのほかトマト、そしてカボチャな

ども生産しておるようです。年商でいくと7,000

万円ということで、大分大きいというふうに伺

っております。 

  そうしたモデルケースも県内の中に存在します

ので、そうした手法を取り入れながらそういっ

た米以外の作物をどうやって振興していくか。

米はもちろんなんですが、そういう視点を持ち

ながら、米、そして畑もつくりながら、農家の

収入を合わせてトータルで考えたときに安定し

た経営を目指すことができるそういうモデルケ

ースになろうかと思います。そうした視点で関

係者と話を詰めていただきながら、振興策をこ

れから具体的に進めていっていただきたいとい

うふうに思います。この点についてはいかがで

しょうか。 

○海老名 悟議長 山口産業部長。 

○山口昇一産業部長 今御紹介いただいた天童市の

例についてもこれから勉強させていただきます。 

  新規就農者といいますか、若手の農業者が自立

をしていく中で具体的にどういう課題があるの

か、いわゆる若手の農業者を掘り起こしをしな

がら、ネットワーク化を図って行政体とさまざ

ま意見交換をさせていただいて、今一番求めら

れるのはどういうニーズなのかというところを

拾いながら支援策を制度設計していくのがベス

トだろうというふうに思っておりますので、そ

ういう方向で進めていきたいというふうに思い

ます。 

○海老名 悟議長 島貫議員。 

○３番（島貫宏幸議員） ぜひよろしくお願いした

いと思います。 

  続いてなんですが、米の直接支払交付金廃止後

の対応についてということです。 

  先ほど壇上からも部長からの答弁があったとお

り、30年以降は生産調整も廃止になるというこ

とで、大変な課題だなというふうに感じており

ます。実は、10アール当たり7,500円の交付金と

いうのは、材料を買ったりいろいろな支払いに

回すお金の貴重な財源だったかに思います。そ

れがなくなるということで大変困っている農家

さんがふえているのかなというふうに思います。

先ほど農業振興計画の中でそうした傾向がデー

タにも出ているというふうなことでありますの

で、これからまだまだそういう方がふえていく

のかなというふうな懸念がされるわけです。 

  庄内地方では、10町歩以上つくっている方々で

すらおやめになっている方がぽつぽつあらわれ

ていると。10町歩クラスになると、普通個人で

経営されている農家さんは受け入れられる面積

をはるかに超えているということで、大変弱っ

ているという話を聞きました。ここ置賜におい

てはそういう話はまだ少ないわけなんですが、

そうした問題が潜在的にあるようです。 

  ことしですか、農業委員会さんとの議連との懇

談会の中で、やはり生産調整を頑張ってやって

いく必要があると、米の値段の下落を防ぐんだ
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というふうな御意見をお話しされた方もいらっ

しゃいました。取引価格というのはやはりつく

ってから決まるものですから、なかなか先が読

めないというふうなこともあるので、個人的に

いろいろな模索をしながら、何とかしようと思

ってもなかなか個人では解決できない。これは

手前みそなんですが、この間６日、広幡地区の

農業生産団体の方々が東京の米のお店屋さんを

呼んで、どうしたら米をたくさん売れるかとい

うことを勉強会をされているということも、そ

うした取り組みも自助努力でされております。

そんな中、やはり市でこういう方向性というの

はしっかり示していくべき課題だというふうに

思っておりますが、そういうことも含めて、将

来像についてもう一度、同じような答弁になる

かもわかりませんけれども、もう一度御答弁い

ただきたいんですが、いかがでしょうか。 

○海老名 悟議長 山口産業部長。 

○山口昇一産業部長 やはり構造的に高齢化の問題

がございますので、法人化、それから集団化、

こういったものについて図っていく必要がある

というふうに思います。 

  ただ、米の直接支払いの部分がなくなるわけで

ありますが、そのほかのいわゆるげたの部分で

すとか、それから戦略作物に対する水田フル活

用に関する交付金は継続的に残ってまいります

ので、こういった部分での転作といいますか、

調整を使いながら、土地を有効に活用していく

施策を進めていきたいというふうに考えており

ます。 

  特に、ソバや大豆については、やはり品質を向

上させていく、米沢のブランドをつくっていく

という部分を含めて品質向上を図っていく。そ

れから、飼料用作物についても、米沢の現状と

しては、飼料用米、それからＷＣＳについては

弱いというふうな状況にありますので、水田を

活用したこういった飼料作物についても作付を

伸ばしていく手だて、それから畜産振興による

需要の確保、いわゆる耕畜連携というものを進

めながら、いわゆる品質の向上と、それから確

かな需要に結びついていくような出口戦略も合

わせて考えながら推進を図っていきたいという

ふうに考えております。 

○海老名 悟議長 島貫議員。 

○３番（島貫宏幸議員） 農業振興計画に掲げた生

産目標、生産額になるべく近づけられるように

取り組んでいただきたいというふうに思います。 

  続いて、畜産の振興施策の現状と課題について

お伺いをいたします。 

  生産基盤の拡大に向けてさまざま取り組みがな

されて、今後ふえていくというふうなことで、

きのうの鈴木藤英議員の御答弁でもありました。

繁殖、肥育ともに大きな設備投資、そして技術

の習得、出荷までの飼料代の経費、あとは生活

するための収入の確保というのがやはりなかな

か大変であると。なかなかそういうのが問題で、

課題であって、新規就農者がふえてこない、後

継者が見つからないというふうな現状があろう

かと思います。 

  以前、団地化の話も少しさせていただいていた

んですが、一部、最近になってまた団地化を求

める声が出てきているようです。米沢のブラン

ドを守るために、そうした技術の継承なども含

めて団地というふうなことも、規模はさまざま

だとは思うんですが、そうした団地が設立され

ることで、そこでシニアインストラクターのよ

うなベテランの方に御指導いただきながら技術

を身につける。そして、先ほど長井市さんで上

程される議案の中でもありましたが、移住・定

住もセットで合わせて考えていくと。そうした

目標設定というのをぜひ模索していただきたい、

そして目指してほしいというふうに思いますが、

３市５町の米沢牛の取りまとめをしておられる

中川市長にぜひその点を含めてお話を伺いたい

んですが、よろしいでしょうか。 

○海老名 悟議長 中川市長。 
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○中川 勝市長 振興策等については部長から答弁

ありました。これをどうやってブランド化を守

って拡大していくかということにつきましては、

やはり２つの視点からしっかり取り組んでいか

なければならないというふうに思っております。 

  まず、１点目は、ブランド牛としての強化、こ

れをもっと進めていかなければならない。米沢

牛は全国でも本当に厳しい認定をやっておりま

すけれども、ただこれだけでなくというような

思いを持っております。 

  そこで、このたび米沢牛銘柄推進協議会で申請

しておりました米沢牛の地理的表示保護制度登

録について、平成28年10月28日に登録申請の公

示がなされました。来年１月30日までの意見書

提出期間を経て登録がされる見込みとなってお

ります。 

  この登録がなされますと、産品にはＧＩマーク

が付され、他の産品と差別化が図られることに

なっております。このマークが付されることに

より米沢牛の銘柄が守られるものと思っており

ますし、今後、海外輸出への期待、その体制づ

くりの検討も進んでいくものと、このように思

っておるところであります。 

  でありますので、そのほかにももっと銘柄米沢

牛としての強化も考え方があるわけであります

けれども、先日も繁殖農家、あとは肥育農家、

また購買者、ＪＡさんも含めてこの協議会の会

合が行われまして、いろいろな御意見が出てお

ります。 

  そういった中で、今後、まずあともう一つは、

やはり何といっても増頭をどのように取り組ん

でいくかと。先ほど３市５町の米沢牛銘柄推進

協議会の会長としてと、取りまとめとしてとい

うことでありますので、11月の終わりにも川西

町長、飯豊町長と一緒に東京食肉市場のほうに

行っていろいろこれからの振興について社長さ

んたちと話をさせていただいてきましたし、ま

た東京の購買者の社長さんともお話をさせてい

ただいてきたところであります。需要は本当に

米沢牛は高いなと、そのときの感じでは思って

おりました。 

  そういったことで、３市５町全体の取り組みと

しても、それぞれの地域でこの繁殖増頭につい

て今動きが出ているようであります。その中で

も、米沢でもきのう答弁をしたようなことも今

進めておりますので、ただそれだけでは増頭と

いうものは需要に応え切れなくなるであろうと

いう判断をしておりますので、議員御指摘のよ

うに、団地化につきましては、まず環境問題等

いろいろありますけれども、これはしっかりと

米沢牛のこれからの生産拡大に向けて、私ども

としても米沢市としても取り組んでいかなけれ

ばならないというふうに思っておりますので、

今その検討も関係者と進めておるところであり

ますし、ＪＡともしっかりこの増頭について話

をして、米沢牛をしっかりと守って拡大してい

くという取り組みをさせていだたいているとこ

ろでありますので、御理解もいただきながら、

ＧＩ表示がなったときは３市５町のお祝いとし

て盛大に米沢牛をＰＲしていきたいと、このよ

うに考えております。 

○海老名 悟議長 島貫議員。 

○３番（島貫宏幸議員） 大変心強い御答弁をいた

だきました。 

  団地化によって何がメリットがあるかというと、

繁殖から肥育の流れが、初めて興味を持って参

加される新しい就農者にとってはすごく勉強に

なるというふうなことが一つ挙げられると思い

ます。あとは、団地化によるメリットはさまざ

まな生産に係る行動が集約化されるということ

によって効率が上るというふうなこともあると

思いますので、ぜひ今後進めていただきたいと

いうふうに思います。 

  お隣の宮城県登米市では、鹿児島から優秀な子

牛を買いつけて、繁殖から肥育まで全て一貫し

てやるというふうなことに踏み切ったそうです。
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子牛の値段が高いということからそういうこと

にとったというふうに聞いておりますので、そ

うしたことも参考にしながら今後進めていただ

きたいと思います。 

  時間がなくなりましたので、次に行きたいと思

います。 

  発達障がい児の療育支援に関する本市の取り組

みについて、そして課題はということでござい

ます。 

  先ほど堤部長から御答弁いただきましたが、県

の施設でいくと上山市の県立こども医療療育セ

ンター、そして県内では昨年３月に開業した旧

鶴岡病院の県立こころの医療センターの２つが

あろうかと思います。残念ながら、置賜にはそ

うした療育、そして訓練できる施設がないとい

うことで、先ほど数字なんかもちょっとお示し

しましたが、なかなかその数字もつかめない。

いろいろな方もいらっしゃる。子供なのか大人

なのかというふうなこともあろうかと思います

けれども、いずれにしましても、困った方がた

くさんふえてきつつあるというふうなことで、

先ほど相談件数もお示しいただいたわけなんで

すが、ここで、ちょっと興味深い資料がありま

すので御紹介したいと思います。 

  特別支援校と学級の子供が増加ということで、

これは11月26日付の西日本新聞の朝刊でありま

すが、九州で、そうした子供が10年でほぼ倍に

なったというふうな記事でございます。九州だ

けでいくと、平成６年では２万41人、2016年に

なると３万9,351人ということで1.96倍というふ

うなことであります。熊本の県教委ではこの10

年で支援校を１つ増校させていると、新設をさ

れているというふうなことで、先ほどお話しし

ましたとおり、発達障害者支援法の確立がなさ

れてから、そうした偏見やそうした何か違う目

で見るということが少し和らいできたと、住民

理解が広まってきたというふうなことがあって、

特別学級ではなくて支援校のほうに行かれるお

子さんがふえているというふうなこともあるよ

うです。 

  そうした波というのはこれ全国的にこれから大

きなうねりになって、今後国会などでも議論さ

れる大変な問題ではないかなというふうに思っ

ております。今回は九州だけのケースですけれ

ども、各地方においてもそうした傾向があるの

かなということもありますので、きょうは教育

委員会のほうには答弁求めませんけれども、そ

うしたことも含めてぜひ研究をしていただきた

いというふうに思っております。 

  初診待ちを何とか解決してあげたいというふう

な思いでございますので、市長のほうでも、さ

まざま３市５町と協力しながら置賜にというふ

うなことを一生懸命努力をされているというふ

うな御答弁でありましたが、もう一度その点に

ついてお話しいただければと思いますが、いか

がでしょうか。 

○海老名 悟議長 中川市長。 

○中川 勝市長 きのうの質問にもあったわけであ

りますけれども、今上山にある県立こども療育

センター一つでは、今お話ありますように、山

形県全体の発達支援の児童に対する手当てとい

うのはなかなか大変であるということは認識を

しております。県議時代にもこういった話とい

うのはいろいろさせていただきました。 

  そして、この県内においても、庄内地方も一生

懸命取り組みたいと、庄内へというふうな話も

あります。でありますから、このたび３市５町

置賜総合開発協議会の提案事項としても、米沢

からこの提案事項を出させていただいて、いろ

いろ県議の皆さん、そして置賜総合支庁なりそ

ういったところで要望もしたわけでありますけ

れども、その後、知事への要望としましてこの

ことを３市５町首長全体で要望させていただき

まして、米沢市の要望でありますので、そのと

き私が申し上げたのは、米沢にはこだわらない

と、とにかく置賜にこの医療センター、療養セ
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ンターを持ってきて増設してほしいという要望

をしましたし、その後、知事とのタウンミーテ

ィングの中でもこの話が住民の皆さんから出さ

れて、十分にそれは県でも必要性については認

識をしていると、このように思っておりますの

で、今後とも医師の確保とかいろいろな理由が

あるようでありますけれども、それはそれとし

て、置賜全体の医療を守っていくという視点か

らこれからも強く私は要望していきたいと、こ

のように考えております。 

○海老名 悟議長 島貫議員。 

○３番（島貫宏幸議員） ぜひ実現できるように市

長からも積極的な働きかけをお願いしたいと思

います。 

  幼稚園、保育園、そして小学校の現場の中でも

そうした対応に追われているというふうな現状

もあろうかと思います。ぜひそういう御相談が

あった場合には、どうやって対処したらいいか

ということは堤部長の部署のほうでうまく連携

をとっていただきながら、適切な指導をしてい

ただきたいというふうに思うところです。 

  次に移りたいと思いますが、中学校の全国スキ

ー大会についてでございます。 

  運営体制と受け入れ体制というのはうまくスム

ーズに進んでいるということでありました。ワ

ックスルーム、聞き取りのときもちょっとお伺

いしたんですが、旅館さんのほうできちっと準

備をしていただいているというふうなことであ

るようです。その点についてはほっとしている

んですけれども、応援については、１月１日付

の広報にも御紹介いただけるということで、ホ

ームページも立ち上がっていますからどなたで

もスケジュールを管理、見ることができるとい

うふうなことだと思います。 

  テストジャンプ、そして前走後走、そして地元

の子供が参加できるところを見れるというふう

なことはなかなかない機会でございますので、

ぜひ進めていただきたいなと思っているところ

なんですが、肝心なのは、ジャンプ台について

なんですけれども、これちょっと聞き取りのと

きにお話ししていませんでしたが、ジャンプ台

の施設についてはきちっと管理できていて安全

に競技できるような状況になっているというこ

とでよろしかったでしょうか。 

○海老名 悟議長 佐藤教育指導部長。 

○佐藤 哲教育指導部長 米沢市の実行委員会にお

きまして、ジャンプ場、あと今回の目玉であり

ます総合運動公園のクロスカントリーコースに

ついて準備を進めているところでございます。

安全に競技ができるものと認識しております。 

○海老名 悟議長 島貫議員。 

○３番（島貫宏幸議員） さまざまな要望が今まで

あったと思うんですが、予算の都合上、なかな

か進んでこなかったジャンプ台整備というふう

なことであります。今回飛ばれるジャンパーが

どのような感想を持たれるかというのはなかな

か読み取れるものではありませんが、今回を契

機に、この地におけるジャンプ競技の振興とい

う意味でも、そうした整備については予算のこ

とも見ながらになろうかと思いますが、きちっ

と整備をしていただきたいというふうに思いま

す。 

  また、これ最後になりますけれども、これは市

長にお尋ねするんですが、今回のスキー大会に

受け入れるに当たって、市長も御挨拶に立たれ

たりというふうなこともあろうかと思います。

我妻議員から昆虫館の関係の質問がありました

が、三沢コミセンで開会式がありますので、そ

うしたことも含めて、今回のジャンプ大会を迎

えるに当たってのメッセージというか感想を最

後にお聞きして終わりたいと思います。 

○海老名 悟議長 中川市長。 

○中川 勝市長 米沢はもともとジャンプ王国であ

りました。そういったことで、あのシャンツェ

も大変古い歴史を持って伝統も持っているジャ

ンプ台であります。そういった中で全中が行わ
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れるということは大変嬉しく思っておりますし、

そういったことも含めると大変名誉なことでも

あるというふうに思っておりますので、全国か

ら集まられる選手、中学生の皆さんにはしっか

り実力を発揮していただきたいと、このように

考えております。大会の成功を祈っております。 

○海老名 悟議長 以上で３番島貫宏幸議員の一般

質問を終了し、暫時休憩いたします。 

  再開を２時10分といたします。 

 

午後 ２時００分 休  憩 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

午後 ２時０９分 開  議 

 

○海老名 悟議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  次に進みます。 

  一つ、芳泉町の歴史的建造物の保存と利用を積

極的にしてみてはどうか外２点、12番堤郁雄議

員。 

  〔１２番堤 郁雄議員登壇〕（拍手） 

○１２番（堤 郁雄議員） 堤郁雄です。私からは

３点の質問をいたします。 

  まず、芳泉町の歴史的建造物の保存と利用につ

いてですが、本市は大正期の２度にわたる大火

によって市内の歴史ある建物の多くが焼失し、

江戸時代の城下町の風情を残す景色はほとんど

失われました。また、残った建物も老朽化など

で取り壊されたり、新しい建物に建てかえられ

たりしているのを見ますと、非常に残念な思い

がいたします。 

  そんな中にあって、江戸期の武家屋敷がまとま

って存在する数少ない地域の一つが芳泉町です。 

  しかし、この地域の建物も老朽化と維持費の問

題などで姿を消してしまいかねないのが現状で

す。ことし９月の新聞にも、老朽化で解体を検

討している建物を米沢工業高校の生徒さんたち

が調査に訪れたという様子が報道されていまし

た。 

  今後、米沢市の人口が減っていくことを考えま

すと、人が住まなくなって放置され、老朽化が

進み、傷んだところを補修しなければ倒壊の危

険が出て、取り壊される建物がふえてくるよう

に思います。 

  芳泉町は、個別の建物だけではなくまとまりと

して建物が残っていますから、地区全体を包括

的に保存することが歴史的にも観光的にも貴重

な価値を生み出すというふうに考えられます。

しかし、屋根のカヤのふきかえにも莫大な金額

がかかりますし、維持していくのも大変だと想

像ができます。 

  そこで、本市として、この地域の建造物を保存

するのにどのような補助を制度として行ってい

るのかお聞きいたします。 

  庄内には、旧庄内映画村、現在はスタジオセデ

ック庄内オープンセットというところがあり、

映画やテレビの撮影が盛んに行われ、たくさん

の観光客も訪れています。 

  芳泉町も電線の地中化などを進めて、積極的に

映画やテレビの撮影を誘致するなどしてみては

いかがでしょうか。これによって観光客などが

ふえれば保存費用などにも充てられるのではな

いでしょうか。今後、どのような保存、活用の

仕方があるのかお考えがあればお答えください。 

  次に、ジビエ料理についてですが、ジビエ料理

といっても、フランス語ですのでなじみのある

言葉ではないかもしれませんが、熊の肉やイノ

シシの肉、あるいは鹿の肉など、野生動物を狩

猟によって捕獲し料理したものと言えばおわか

りいただけると思います。肉を主に食べる欧米

では昔からポピュラーなものですが、日本国内

では山間地域などに限られ、量も余りないので、

それらを食す機会も余りないものと思います。 

  近年、熊の出没が頻発し、町場近くでも目撃さ
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れたり、農作物や人的被害も出ることがふえて

きました。本市ではイノシシによる被害は余り

報告されていないようですが、先日、テレビの

報道で、標高2,000メートルを超えるところにも

イノシシが出没している例が報告されていまし

た。本市の周りは吾妻連峰や飯豊連峰に囲まれ

てはいますが、県境を越えて入ってくるのも時

間の問題ではないかと心配しています。 

  また、それらの野生動物の駆除にハンターたち

が必要になるわけですが、近年は、高齢化や免

許の維持費用もかかり新しくなる人も少なく、

数が減っているとお聞きしています。 

  ジビエ料理を通年で出してくれる店があれば、

そこに肉を卸して維持費用に補塡することもで

きます。それらも踏まえて、本市のジビエ料理

に対する現状の認識と今後の普及や問題点など

について考えをお聞きします。 

  次に、地域通貨についてですが、地域通貨も余

りなじみのある用語ではないかもしれません。

国や国家機関が発行しているものでない通貨と

いうふうにお考えいただければいいかと思いま

す。 

  さて、中川市長は、立候補のときから一貫して

本市の経済の活性化や景気の回復が必要だとい

うことを訴えてこられました。企業誘致や人口

をふやすための施策に積極的に取り組んでおら

れることは大変心強く思っております。 

  しかしながら、日本全体がデフレ経済から脱却

できていない状況で、本市だけが景気がいいと

いう状況はなかなかつくれないというのが実態

です。国もさまざまな景気対策を行っています

が、十分な効果を上げていません。逆に言えば、

現状の景気対策を行っているからこの程度のデ

フレでおさまっているとも言えます。 

  それでは、景気のいい状況とはどんな状況でし

ょうか。簡単に言えば、ＧＤＰが増大している

のが景気がいい状況です。ＧＤＰ国内総生産と

は、乱暴に言えば、民間の支出と政府の支出と

貿易黒字を足したものと考えていただければい

いと思います。 

  ここでは詳しくは触れませんが、民間の支出と

は、売り上げですから、イコール物やサービス

を売っている人の収入ということになります。

今はデフレですから、物が売れません。物が売

れないと、売るために安売りをします。安く売

った分、同じ物を売っても収入が少なくなりま

す。収入が少ないと物が買えませんから、ます

ます物が売れなくなります。これがデフレスパ

イラルであり、今のままで個人消費をふやすこ

とはできません。 

  そこで、政府支出をふやすことが大事だという

ことがわかります。政府支出をふやすというこ

とは、簡単に言えば、公共事業をふやすという

ことです。財政の健全化という言葉のために公

共事業が大幅に減らされ、現在は多いときの半

分ほどになっています。年代で言うと、1970年

代のレベルの公共事業と同じぐらいのレベルに

なっています。当然ＧＤＰも減っています。Ｇ

ＤＰが減るということは、国民が貧乏になって

いるということです。 

  そして、それは地方も同様であります。個人や

民間企業の購買力は失われ、地方も公共事業を

やるお金もなかなかありません。せめて個人の

購買力を上げることができれば、ＧＤＰの増加

に寄与し、景気回復もなし遂げられるのではな

いでしょうか。 

  そこで、そのツールとして地域通貨の発行を検

討してみてはどうかということです。 

  本市では既に似たようなもので愛の商品券とい

うものを発売していますが、愛の商品券は１回

だけの使い切りであり、景気への影響は限定的

です。 

  地域通貨ならば、使い回していくので大きな経

済効果が期待できます。例えば、ある人が１万

円分の通貨でお米屋さんで買い物をしたとしま

す。お米を買いました。その１万円をお米屋さ
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んが今度は肉屋さんに行ってお肉を買いました。

次に、そのお肉屋さんは、魚屋さんに行って魚

を買いました。魚屋さんは、今度は洋服を買う

ために服屋さんに行って洋服を買いました。服

屋さんは、受け取ったお金で酒屋さんに行って

お酒を買うのに使いました。今ので５回転して

います。同じ１万円の通貨で５万円の売り上げ、

収入があったことになります。何回転もすると

いうことが愛の商品券との決定的な違いです。 

  全国的には既に導入している地域もあるとは存

じますが、うまくいっているところ、いかない

ところ、さまざまあると思います。法的な問題

や実務的な問題、導入するに当たっては支障に

なることもさまざまあると思いますが、それら

問題点を踏まえて、導入を検討し、本市経済の

活性化を図ってはいかがでしょうか、見解をお

聞きいたします。 

  以上、壇上からの質問を終わります。 

○海老名 悟議長 中川市長。 

  〔中川 勝市長登壇〕 

○中川 勝市長 私からは、地域通貨を発行して市

内経済の活性化を図ったらどうかという質問に

お答えをいたします。 

  地域通貨は、福祉・経済・環境・地域交流など

の特定の目的や地域コミュニティー内などで、

法定通貨と同等であったり、全く異なる価値が

あるものとして発行・流通される貨幣で、さま

ざまな地域で導入され、一時は3,000を超える地

域通貨が発行されたと言われております。 

  当初は、主にボランティアや相互扶助的なサー

ビス、できること・してほしいことを交換する

ための媒体として導入され、その後、停滞する

地域経済に対して「地域内で循環する地域通貨

であれば経済波及効果が持続する」との考えか

ら、地域経済活性化の方策として期待されまし

たが、導入当初は一時的に利用がふえても、ブ

ームが過ぎると徐々に使われなくなるというの

が各地の状況であると認識をしております。 

  本市での導入の検討の状況でありますが、全国

的にブームとなった2000年ごろに商工会議所な

どと検討いたしましたが、さまざまな課題が多

く、実現しませんでした。 

  地域通貨のメリットとしては、やはり地域内で

の経済循環を促進する効果はあるものと考えて

おります。また、目的によっては、例えばボラ

ンティアや地域コミュニティーの促進などの目

的を達成するために、多くの人を誘導する手段

として効果を発揮するものと考えております。 

  地域通貨の発行の目的を経済活性化とするので

あれば、地域に深く浸透し、多くの人の手によ

って積極的に循環する仕組みが必要であります。

また、市民や事業所にとって「わかりやすい・

使いやすい」という利便性を備え、経済規模に

合わせた発行額も不可欠であります。 

  地域通貨は、議員お述べのようにさまざまな可

能性があり、使い方によっては地域経済の活性

化につながるものと認識をしておりますが、地

域通貨を発行管理する組織の問題やシステムの

構築、法律や税金など、さまざまな課題を解決

しなければ導入しても一過性のもので終わって

しまうおそれがあると考えておりますので、商

業者や消費者を含めた関係機関の意見も聞きな

がら、慎重に検討すべきものと考えておるとこ

ろであります。 

  私からは以上であります。 

○海老名 悟議長 杉浦建設部長。 

  〔杉浦隆治建設部長登壇〕 

○杉浦隆治建設部長 私からは、１の芳泉町の歴史

的建造物の保存と利用を積極的にしてみてはど

うかについてお答えいたします。 

  まず、１点目の芳泉町の歴史的建造物に対する

保存に向けた現状の取り組みについてお答えい

たします。 

  芳泉町の象徴的な歴史的建物と言えば、ただい

まお話がありましたカヤぶき屋根の建物をイメ

ージされるのではないかと思います。このカヤ
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ぶき屋根の建物は、平成４年度から米沢市教育

委員会が２カ年にわたり伝統的建造物群保存対

策調査を行った当時は24戸ありました。しかし、

全国的なカヤぶき職人の高齢化や後継者不足、

また材料の調達や維持管理などメンテナンスの

困難さなどから、その後激減し、現在は６戸を

残すのみとなっております。 

  そのような残念な状況でありますが、現存して

いる建物は、町並み全体を覆う石垣や水路、そ

してウコギの生け垣といった直江兼続の時代ま

でさかのぼる昔の面影に溶け込み、良好な町並

み景観を形成しております。 

  この日本の原風景とも言える景観を今後も維持

するためには、カヤぶき屋根の建物をこれ以上

減少させない保存の取り組みをまずは進めてい

くことが重要であると思っております。 

  具体的な取り組みといたしましては、昨年度設

置いたしました景観まちづくり基金を原資とし

て、今年度より実施している景観重要建造物等

保存対策事業の中の一つ、歴史的建造物の保存

事業になります。この事業は、景観に良好な影

響を与える歴史的建造物を保全するとともに、

取り壊しなどの抑制を図ることを目的としてい

ます。 

  対象となる建物は、米沢市景観賞「残したい建

物部門」受賞建造物と、都市計画区域内、芳泉

町も含んでおります、にある歴史的建造物で、

その事業内容は、外観を維持・保全するために

行う修繕事業、例えばカヤぶき屋根のふきかえ

などに対しても１件当たり50万円、２分の１を

上限として補助金を交付するものであります。 

  地道な取り組みではございますが、この事業に

より、景観に良好な影響を与える歴史的建造物

をまずは残し、町並みの維持や利活用に期待す

るものであります。 

  なお、現在のところ、芳泉町においては本補助

金の利用実績はないところでありますが、その

活用を促してまいりたいと考えております。 

  続きまして、２点目の観光資源などへの利活用

の可能性についてお答えいたします。 

  景観の形成は、そこに住む人が「自分たちの町

並みに誇りと愛着を持てること」が何よりも重

要ですが、一方で、訪れる人にとっても「喜び、

満足できること」が大きな要素になります。 

  全国には、良好な魅力的な景観を、観光客等を

呼び込み、観光資源として発信し、そのことで

経済効果を生み出し、そして結果的に歴史的建

造物の保存や維持、また伝統的家屋の再現が図

られている事例が数多くあります。 

  議員お述べのように、芳泉町の町並みも同様に

観光資源としての価値を生み出すことができれ

ば、保存、活用、再現に向けた大きな手段の一

つとなることは間違いないと思います。 

  現状においては、芳泉町生垣・町並み保存会や

地元町内会さんが主体となって同地区の歴史編

さん事業や観光コースの検討等を行っている山

形県の未来に伝える山形の宝事業や、ウコギ垣

根の整備などを行っている山形県みどり推進機

構の緑化推進事業などを活用し、町並み景観を

保全するための取り組みを進められているとこ

ろであります。 

  市としましても、地域の方々と連携しながら、

芳泉町の観光的価値を高め、結果的に歴史的建

造物が維持・保存されるよう取り組みを研究し、

支援してまいりたいと考えております。 

  御指摘があったとおり、カヤぶき屋根などにつ

きまして、歴史的建造物は、そこにお住まいに

なる方にとっては居住環境が厳しく、またメン

テナンス等、維持管理にかかわる費用も大きい

ことがあり、適正に管理されない、あるいは建

てかえなどで取り壊しされる傾向にあります。 

  建物は所有者個人の財産になりますので、市と

して取り壊しを禁ずる、または防ぐ手段は現在

のところはありませんが、先ほど申し上げまし

た保存につながる歴史的建造物保存事業につい

て、所有者の方々に周知を行い、そして御活用
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いただくことで建物の延命を図り、結果として

取り壊しを抑制し、少しでも歴史的建造物の保

存を図ってまいりたいと考えております。 

  また、可能性の段階でありますが、Ｕターンや

Ｉターンなどによる移住者に対して、外観を維

持することを条件に、空き家となった古民家を

住居としてあっせんすることも考えられると思

います。 

  宿泊施設やカフェなどにリノベーション再生す

ることについては、先日、政府において支援強

化に向けての検討を進めているという発表があ

ったところであり、今後の動向を当方でも注目

しているところであります。 

  いずれにいたしましても、歴史的建造物は再建

築が極めて難しく、壊したら終わりとなる建物

です。未来の可能性を踏まえ、その保存・活用

方法についてさまざまな面からも研究してまい

りたいと思います。 

  私からは以上であります。 

○海老名 悟議長 山口産業部長。 

  〔山口昇一産業部長登壇〕 

○山口昇一産業部長 私からは、狩猟によって捕獲

されました熊、イノシシ等の肉を利用した料理

であるジビエ料理の普及についての御質問にお

答えをいたします。 

  まず、狩猟者の育成策と減少への対応について

のお尋ねでありました。本市の有害鳥獣捕獲を

担っていただいている山形県猟友会米沢支部の

会員数は現在97名であり、高齢化とともに、新

たに狩猟免許を取得しようとする者にとっては

初期費用の大きさが障害になっていることなど

から、会員数は減少傾向にあると伺っておりま

す。 

  このため、本市の有害鳥獣対策において必要と

なる人材確保の観点から、平成27年度より、猟

友会に入会することを要件とし、米沢市新規狩

猟者免許取得等補助金制度を創設し、新たに狩

猟を志す方の負担軽減を図ることで、有害鳥獣

対策の担い手確保を行っているところでありま

す。 

  次に、市内でのジビエ料理活用の現状と問題点

についてであります。 

  近年、全国的に熊やイノシシ、鹿などの野生鳥

獣による農作物被害が拡大をしており、本市に

おいては獣害の７割がニホンザルによるもので

ありますが、ジビエなどの獣肉利用の資源とな

る熊、イノシシについても近年目撃や被害頻度

も増加傾向にあり、特にイノシシは既に市内の

山間部全てに生息域を拡大したと見られ、一層

の対策強化が求められているところであります。 

  そうした中において、現在の鳥獣害対策では、

狩猟及び許可捕獲により野生鳥獣に対して影響

を与える、いわゆる適正捕獲圧による個体数調

整を行うこととしております。これまで、イノ

シシやツキノワグマについてはそれぞれ年間約

30頭程度が捕獲計画とされており、捕獲をした

鳥獣の処理については焼却及び埋設処分として

いるところであります。 

  全国の例で見ますと、捕獲をした熊やイノシシ

などの獣肉を資源としてジビエ利用等に有効活

用し、地域振興策としている例もあるようであ

りますが、本市においては継続した事業として

活用している例はないようであります。 

  今後、ジビエ利用に関しての問題点や課題につ

いては、獣肉販売などを事業として行うために

は、食品衛生法に基づく規制で「食肉処理業」

と「食肉販売業」の資格を得る必要があること、

また肉の加工を行うことで付加価値を高められ

るジャーキーやソーセージ、ハム、ベーコン、

ハンバーグなどをつくるには「食肉製品製造

業」の資格が必要であり、これには「食品衛生

責任者」や「食品衛生管理者」といった資格者

の配置と、屠畜解体処理施設の整備など、法律

に適合した施設が必要となるため、ある程度の

投資が求められてまいります。 

  また、現状では、捕獲頭数の上限が決められて
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いることや、イノシシについては目撃数が多く

なってきているものの、生息密度が低く供給で

きる捕獲が期待できないこと、野生鳥獣であり、

義務づけられた放射能検査で基準値を超える放

射能が検出される可能性があること、家畜のよ

うに安定した品質、肉質の確保ができないこと、

捕獲から屠畜解体処理施設まで迅速に供給でき

る体制があるかなど多くの課題がありますので、

持続可能な事業として進めるためには、先行事

例の研究も含めながら慎重に検討していく必要

があるものというふうに考えております。 

  私からは以上です。 

○海老名 悟議長 堤議員。 

○１２番（堤 郁雄議員） 御答弁ありがとうござ

います。それでは、まず芳泉町の件につきまし

てから再度御質問させていただきます。 

  現状、６戸のいわゆるカヤぶき屋根の家という

ことになりますけれども、本当に遅きに失した

感じがなくもないです。もっと早くに手を打っ

ていれば、確かに私も何度か通りがかったとき

に、人が住んでなさそうだなというお宅が何軒

かあって、そのうちに雪が降って春になったら、

屋根にあれ穴があいているとかというそういう

状況を目にしておりましたので、本当に、ああ

人が住んでいないんだ、住んでいないだけじゃ

なくて、それをやはり維持していけないんだな

ということを見て非常に残念な思いをしており

ました。 

  カヤぶきの屋根の家に住んでいらっしゃる方に

やはりお話をお聞きすると、カヤぶきをふきか

えをするのにも、ほんの１メートルとか２メー

トル、全部を一遍にはできないので何メートル

くらいかずつを毎年順繰りやっているんだなと

いうことをお聞きしたんですが、その１年分だ

けでも100万円かかるよというようなことをお聞

きしたことがありました。やはりそれではなか

なか……、今そこに住んでいらっしゃるからそ

ういうこともやらなきゃというところはあると

思うんですけれども、やはり個人で維持してい

く、しかもよっぽど大きな農家とかやっていら

っしゃる方ならばまだ維持もしていけるのだと

思いますが、農家を離れるような方もいらっし

ゃるわけですから、そうなるとカヤぶきをふき

かえるというのもなかなかできない。そうなっ

てくると、そういうところから離れて住む、町

場に住むというようなことになって、やはり放

置されていく建物がふえていく。これは米沢市

全体の歴史的価値ということから見ても非常に

もったいないことだというふうに思います。 

  先ほど映画とかを誘致したらどうだというよう

なお話をしましたけれども、それもやはりそこ

に物が、本物があってこそだというふうに私は

思います。やはり物がなくなってしまえば、昔

そういうところがあったんだよという昔話をし

ても観光客は来ませんから、そういった意味で

は、やはり今残っているものがこれ以上なくな

らないような施策というものを補助していくと

いうことを考えていかなければいけないという

ふうに思っています。 

  今、実際に景観保全のところから歴史保全のた

めの予算も出しているということだと思います

けれども、ただ芳泉町では実際にそれを活用し

た例はないというお話でよかったですか。 

○海老名 悟議長 杉浦建設部長。 

○杉浦隆治建設部長 今お話があったとおり、カヤ

ぶき屋根の保持というのはなかなか大変だとい

うようなお話は聞いているところです。そして、

芳泉町の生垣・町並み保存会さんでも、そのカ

ヤぶき屋根を守るということでいろいろお手伝

いなさっていたというようなところもお聞きし

ているところです。 

  そして、先ほど御紹介申し上げました歴史的建

造物保存事業での補助については、芳泉町では

まだ適用がないというようなことです。先ほど

壇上からもお答えしましたけれども、これ以上

少なくならない措置というようことで、このよ
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うな制度を地元のほうにも御紹介しながら、何

とかこの景観を残してまいりたいと考えている

ところです。 

○海老名 悟議長 堤議員。 

○１２番（堤 郁雄議員） ぜひそういった補助金

も活用していただくようにもう少しＰＲという

かお知らせをいただいて、今残っているところ

がこれ以上減らないように方策をしていただけ

ればいいかというふうに思います。 

  先ほど１件50万円というお話でしたけれども、

これは１回に50万円出る。何回かいただくとい

うことはできるんでしょうか、制度上で。 

○海老名 悟議長 杉浦建設部長。 

○杉浦隆治建設部長 こちらの制度、申請があって

から景観形成委員会のほうで審査をして、了と

いうか、補助していきましょうということにな

れば補助が出るという制度です。そして、今御

質問があった繰り返しというのは、そういった

委員会などで諮って御意見をお聞きしながら考

えてまいりたいと思っております。 

○海老名 悟議長 堤議員。 

○１２番（堤 郁雄議員） 50万円を５年間ぐらい

で使って、その後また申請していただいてとい

うようなことは可能だというようなお話もちょ

っとお聞きしたんですが、そういった制度だと

いうふうに考えてよろしいんでしょうか。 

○海老名 悟議長 杉浦建設部長。 

○杉浦隆治建設部長 繰り返し制度を活用していく

というのは、持ち帰ってちょっと内部で私も確

認しなくてはならないと思っておりますので、

申しわけありませんが、この場でははっきりし

た返事なくて申しわけありません。 

○海老名 悟議長 堤議員。 

○１２番（堤 郁雄議員） 継続的にやはり使って

いけるようなそういった制度設計にしていただ

きたいというふうにこれは要望しておきます。 

  実際、芳泉町の町内の皆さん方がウコギの生け

垣を一生懸命やっていらっしゃるところも私も

見ておりますけれども、やはり生け垣もすごく

大事だというふうに思いますけれども、やはり

物自体、建物ですね、それがまとまってあると

いうことがすごく大事だというふうに思います

ので、もしやはり中に住んでいない、あるいは

引っ越してしまったというような建物があった

場合には、今都会の方でもそういう古民家に興

味のある方とか、そういうところに住みたいと

いうような方もいらっしゃいますので、ぜひＰ

Ｒをしていただいて、そういった方々にあっせ

んしていただきたいというふうに思います。 

  そういったまちづくりの保全をする場合に、歴

史建造物の例えば中を改造するというのは、そ

れはしてもいいわけですよね。いわゆる文化的

な価値というふうに言うとこれは教育委員会の

ほうの範疇なのかもしれませんけれども、そう

いうものに指定されてしまうと今度くぎ一本打

つのもだめだみたいな話になってきてしまいま

すので、そういうのはなかなか住む人にとって

は大変住みにくい部分も出てきますので、外観

だけはとにかく現状を残しても、中は改造して

も大丈夫ということでよろしいですか。 

○海老名 悟議長 杉浦建設部長。 

○杉浦隆治建設部長 御紹介させていただいた制度

ですけれども、文化財保護法などで適用になれ

ば、こちらの補助のほうはできないといったよ

うな仕組みにはなっております。 

  そして、今御質問あった外観だけというような

内容につきましても、先ほど申し上げました景

観形成委員会のほうで補助金を出すに当たって

審査してまいりますので、そういったところで

適用になるか判断させていただきたいと考えて

おります。 

  なお、先ほどの補助の適用回数ですけれども、

現在の制度におきましては１回のみというよう

な状況になっておるようです。どういった形で、

そしてどういうふうに補助対象にしていったら

いいか、その辺は所有者の方とよく御相談させ
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ていただきたいと思っております。 

○海老名 悟議長 堤議員。 

○１２番（堤 郁雄議員） やはり長期で維持して

いくということも考えていただいて、そういっ

た補助も考えていただいたほうがいいのかなと

いうふうに思います。 

  それから、先ほど電線を地中化して、主に時代

劇とかそういったものに使う観光資源というふ

うなところも積極的にやってはどうかというふ

うに考えているんですが、予算との兼ね合いも

あるとは思うんですが、そういった積極的な活

用ということは今後考えていかないかどうかち

ょっと教えていただきたいのですが。 

○海老名 悟議長 杉浦建設部長。 

○杉浦隆治建設部長 お話ありました映画誘致など

は、本当に芳泉町を活用したいいことだと考え

ております。 

  ただ、電線地中化につきましては、御案内のと

おり大変費用がかかるというようなことで、管

理者だけではなくて、電線やあるいは電気、そ

れから電話線などの管理者の費用負担、それか

ら沿線の方々の負担などもあって、実際のとこ

ろなかなか進んでいかないのが実態であります。

そういったことを踏まえて、すぐさま地中化と

いうのはなかなか難しい現状ということを御理

解いただければ大変ありがたいです。 

○海老名 悟議長 堤議員。 

○１２番（堤 郁雄議員） 今、現状で観光客の方

などがこういったコースに入っているかどうか

というのはちょっと私はわからないところであ

りますけれども、私たちがどこかへ行ったとき

にも、必ずそういった歴史的な街道のようなと

ころに出ると歩いて通ってみたくなるわけです

よね。やはりもし観光のコースにあの辺が入っ

ていれば、大型のバスが入ってくるのはなかな

か大変なので入り口のあたりでとまって、そこ

から観光客が自分たちで歩いていくということ

も可能だと思います。そういったニーズを掘り

起こしていくということも観光資源として残し

ていくということでも非常に重要だと思います

ので、ぜひそういったことのＰＲもしていただ

きたいというふうに思いますが、いかがでしょ

うか。 

○海老名 悟議長 杉浦建設部長。 

○杉浦隆治建設部長 芳泉町の町並み保存会の皆様

もそういった形でいろいろなコースなど模索し

ているというようなこともお聞きしています。

また、私たちもいろいろなところで意見交換な

どをやっているところであります。そういった

ことを踏まえながら、芳泉町の歴史的景観が生

かされるよう、これからも市としてもかかわっ

て相談に乗りながら進めてまいりたいと考えて

おります。 

○海老名 悟議長 堤議員。 

○１２番（堤 郁雄議員） ぜひよろしくお願いし

たいと思います。 

  続きまして、ジビエ料理についてなんですが、

先ほどの答弁をお聞きしますと、今、狩猟で害

獣駆除というような形でとったものは何も利用

していないということでよろしかったですか。

先ほどは焼却と埋設というふうにお聞きしたん

ですが、よろしかったですか。 

○海老名 悟議長 山口産業部長。 

○山口昇一産業部長 おのおのツキノワグマとイノ

シシについては30頭を目安にというふうな答弁

をさせていただきましたが、実際の捕獲の実態

としては、ツキノワグマが28年については25頭、

イノシシについては３頭の捕獲でありました。

これ全て処分をしております。イノシシについ

ては、昨年の暖冬があって、越冬するイノシシ

がかなり全国的にふえました。米沢でも目撃情

報が10件ほどございましたが、捕獲はそのうち

３頭というふうな数にとどまっておりますので、

この活用というのはなかなか難しいかなという

ふうに理解をしております。 

○海老名 悟議長 堤議員。 
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○１２番（堤 郁雄議員） イノシシがもう既に吾

妻なのか飯豊なのかわかりませんが峠を越えて

きたということですよね。そうすると、イノシ

シは豚の親戚というか先祖みたいなものなので、

１回に出産する数というのも、10頭ぐらい産む

と思います。気候がよければ、食べ物があれば

それがそのまま大きくなっていくということが

ありますので、場合によっては、その目撃情報

が何頭何回ぐらいかはわかりませんが、数年す

ると何十頭というふうになっている可能性があ

るというふうに思うんですが、今その目撃情報

というのは山間部だとは思いますけれども、ま

だそんなに近くのほうには来ていないというこ

とでよろしいんですか。 

○海老名 悟議長 山口産業部長。 

○山口昇一産業部長 目撃情報については、南原と

八幡原のエリアというふうに伺っております。

実は八幡原の工業団地でも目撃されておりまし

て、要するに工場の敷地のところを鼻でえぐっ

たりした跡なんかも散見されたというふうに伺

ってございます。 

○海老名 悟議長 堤議員。 

○１２番（堤 郁雄議員） そうですか。大変八幡

原もしょっちゅう通りますし、あの辺のテニス

コートとかも使うときあるわけですが、だとす

ると、結構注意喚起しないと危ないところもご

ざいますね。市民の方がたくさん利用する部分

でもありますので、その辺ちょっとそこは産業

サイドとは別の意味でちょっと注意喚起が必要

かというふうに思います。 

  今、捕まえたものは利用していない。利用する

となればさまざま必要な部分が出てくるという

ふうなお話でした。例えば、これはもちろん安

定供給するということがなければ市場に出すと

いうことはなかなか難しいとは思うんですけれ

ども、部分的にでも、ほかの地域ではパックみ

たいにしてスーパーとかでも売られているとこ

ろもあるんですね。そこまで安定供給はなかな

か今の状況ではできないと思いますけれども、

例えば食肉公社のようなところでさばいてそう

いったものにするということは可能なんでしょ

うか。 

○海老名 悟議長 山口産業部長。 

○山口昇一産業部長 先進事例を幾つか見させてい

ただきますと、加工して流通させているという

ふうなところもあるようであります。 

  １回目、壇上でお答えをしたわけでありますが、

東日本大震災後にツキノワグマ、イノシシなど

の野生獣畜に対して放射能のモニタリングも実

施をされております。今現在は熊、イノシシに

ついては流通はしないというふうな状況になっ

ておりまして、例外的にことし小国のツキノワ

グマについて一部解除されたというふうなこと

もお聞きをしておりますが、そういう環境にあ

りますので、この点をクリアといいますか、不

検出になるまではなかなかこれは前に進めるの

は難しい話だというふうに理解をしております。 

○海老名 悟議長 堤議員。 

○１２番（堤 郁雄議員） そこがやはり大きなネ

ックではありますね。ただ、以前、こういった

肉ではありませんけれども、普通の作物とかの

放射能の検査で県のほうからそういった検査器

を借りたりとかということも以前ありましたか

ら、そういったものをお借りしてモニタリング

して、それが不検出ということになれば流通は

可能かとは思います。 

  ただ、今現状では頭数的にはかなり少ないとい

うふうなことですので、将来的にもし頭数がふ

えてきたらば流通に乗っかるだけのものも出て

くる可能性もあるということだと思います。将

来に向けて今から、例えばもちろん放射能検査

もした上でですが、試食会をするとかそういっ

たこともしてみてもいいかなというふうに思い

ます。 

  続きまして、地域通貨についてなんですが、確

かに一時すごいブームみたいになって、全国で
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さまざまありました。その使い方も、やはり介

護のときに使うとか、そういう目的がある程度

限定された中で使う。どちらかというと、地域

通貨というよりはサービス券的な意味合いで使

われていたことが多いように思います。 

  やはりサービス券的な使い方をされると、地域

通貨というよりは、やはり愛の商品券のような

一時的、１回だけ使って終わりとか、タクシー

の補助金のような使い方をするというそういっ

たことで終わってしまいますので、それではや

はり経済に与える影響というのはすごく限定的

だというふうに思います。 

  ですから、やはりもっと経済を活性化するため

にはどうするかというような観点から考えてい

ただきたいわけです。今、日銀が量的緩和とい

うことでお金をいっぱいつくっているわけです

が、市場に出そうとしているわけですが、今現

実にじゃあそのお金が自分たちのところに来て

いるかというと、来ていないわけですよね。何

で来ていないかというと、日銀が直接足りない

人にお金をやっているのではなくて、間に銀行

とか金融機関が入っているわけですね。銀行や

金融機関が一旦もらって、それを貸し付けとい

う形にするわけですけれども、物は売れない、

将来どうなるかわからないというときに設備投

資をしたりするということは、なかなか民間企

業もできないわけですよね。となると、市場に

お金が出ていかないというふうになるわけです。

そうすると、日銀から銀行にやって、それがま

た銀行に戻ってくるだけという感じになってし

まってはやはり経済は全然活性化していかない

わけなので、そこで愛の商品券というもう既に

出しているものがあるわけですから、例えばそ

れをベースにして愛の商品券が何度も使えるよ

うな形に制度変更するというか、そういうこと

をちょっと考えていただきたいと思うんですが、

いかがでしょうか。 

○海老名 悟議長 山口産業部長。 

○山口昇一産業部長 お答えをする前に、ジビエの

最後に議員のほうからありました試食会の件で

ありますが、実は狩猟に対する子供たちの認識

を深めるような勉強会といいますか、環境勉強

会ということなんですが、交流ソフト事業を来

年度実施してみたいというふうに思っておりま

して……、済みません。これからですね。来年、

今年度中の来年やってみたいというふうに思っ

ておりまして、この中では、イノシシの肉につ

いても試食を含めて狩猟に対する認識を深めて

いく。それによって将来的に猟友会の会員まで

つなげられればなというふうな狙いもあっての

事業は取り組ませていただきます。 

  それから、愛の商品券が回転すればいいのでは

ないかというような御指摘であります。実は、

この地域通貨の最大の法的な規制といいますか

壁が、前払式証票の規制等に関する法律という

のがありまして、いわゆる商品券ですとかプリ

ペイド方式のもの、あるいは換金によって流通

するようなものについては、有効期間が６カ月

というふうな制限になっているわけであります。

いずれにしましても、これ流通していって最終

的には登録店舗が、市が発行した場合は市が円

と換金をして決済するというような流れになる

ものですから、どうしてもこの法律に抵触をす

るようなスタイルにならざるを得ないというふ

うに考えております。 

  ただ、いわゆる地元の商店街の中でしか流通さ

せないというふうな限定の地域通貨であれば、

愛の商品券のように１回きりではなくて、それ

が２回、３回有効期限の中で回っていけばそれ

だけの効果は生まれるというふうには認識をし

ております。 

  ただ、愛の商品券についてもしかりなんですが、

いわゆるプレミアムがないと使うほうにとって

のインセンティブがないわけであります。です

ので、プレミアムをどう設定をしていくかとい

うふうな問題に尽きるということが一つと、そ



- 116 - 

れから流通期間中、地元商店街がこの地域通貨

を活用して買っていただくお客様に対してどう

いったサービスの強化を図れるか、あるいはイ

ベント等で盛り上げていけるか。期間が長くな

れば長くなるほどそうしたアフターフォローと

いいますか、運動みたいなものを展開していか

ないと回っていきませんので、そうした仕組み

も含めて検討しなければいけないなというふう

には思っております。 

  今の愛の商品券の制度を始めてからしばらく経

過しましたので、地域通貨的な取り扱いみたい

な部分も含めて今後検討は必要かなというふう

には考えております。 

○海老名 悟議長 堤議員。 

○１２番（堤 郁雄議員） 今ちょっとジビエ料理

のそういった催し物というか、来年からやりた

いというお話だったのでちょっとそこに話を戻

しますが、猟友会の会員がふえる方策というこ

とで、今新規取得者に対して補助を出している

というお話でしたけれども、もちろんそういっ

た補助があれば新規でハンターになっていただ

く方がふえると思うんですが、やはりなってか

らも、弾代であるとかそういう維持費というも

のはやはりかかってくるわけで、そういったも

のに対しても何らかの補助をしていただければ

というふうに、そうすればなってからもやめず

に続けていってくれるのではないかなというふ

うに思いますので、ぜひそのあたりをちょっと

検討していただきたいというふうに思います。 

  それから、有効期間が６カ月というお話ですが、

これは愛の商品券も今同様ですよね。ですから、

その６カ月の期間の中でどのぐらい、何回回転

するかということだと私は思うんですけれども、

プレミアムも必要だというふうに私は思います。

ですから、今の愛の商品券が例えば１万円で１

万1,000円分の商品券が交換できるわけですね。

そうすると、それと同じようにとりあえずプレ

ミアム分は出しますと。１万円で１万1,000円分

の地域通貨をもらえますというような形で販売

といいますか、出していただいて、それを流通

させていただく。もちろん流通過程においては

当然1,000円券は1,000円の通貨と同様の物が買

えるというふうになるわけですけれども、当初

の部分では、プレミアム商品券と同様のプレミ

アムがつくということで、普通に考えても、１

万円よりは１万1,000円分の流通が図れるという

ふうに思います。それが市場に出回っていけば、

もちろん米沢市内と限られた地域ではあります

けれども、その中で何回転かしていくというこ

とがすごく大事だというふうに思いますので、

この半年間という設定においても何回転かでき

る可能性はあると思うんですが、その辺いかが

ですか。 

○海老名 悟議長 山口産業部長。 

○山口昇一産業部長 よその自治体の例をいろいろ

見させていただいても、その６カ月の期間の中

で２回なり３回回転しましたというふうな実績

は出ているようであります。やはり消費を喚起

するためにはプレミアム性がないとだめであり

ますし、今回の愛の商品券も商連さんに頑張っ

ていただきまして、歳末のイベントと組み合わ

せながら、そのイベント性といいますか、ほか

の付加価値もつけながらやっているというよう

なことをやっていますので、そうした取り組み

が一緒にいかないと回っていかないというふう

に認識をしております。 

○海老名 悟議長 堤議員。 

○１２番（堤 郁雄議員） それと、やはり一番の

メリットというのは、誰が発行するかというの

はちょっと今の時点ではわかりませんから、と

りあえず米沢市というふうな考え方でいきます

けれども、米沢市が発行できるということが一

番の強みだと思うんです。つまり米沢市がどの

ぐらいのお金を市内で回したいか、つまり経済

をどのぐらい活性化させたいかというところか

ら、逆に幾ら発行するということが決めやすい
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という。このぐらいの経済規模で回したい、例

えば半年の間に３回回るだろうと。それで10億

円の経済効果を生み出したいと言ったら、とり

あえず３億円ぐらいを発行すれば、その半年の

間に10億円の流通というか物の販売ができるわ

けですから、当然自分のところを通っていけば

売り上げとして計上して、当然税収も上がって

いくという。それは米沢市にとっても非常にメ

リットがあることだというふうに思うんですが、

いかがでしょうか。 

○海老名 悟議長 山口産業部長。 

○山口昇一産業部長 そこは御指摘のとおりであり

ますが、地域通貨について振り出す際に、商品

券のように現金と引きかえてプレミアムをつけ

ていくというやり方以外にも、ちょっと調べた

んですが、アトム券という通貨があって、これ

は東京の高田馬場でやっているんですが、その

振り出しについては、環境ですとか、それから

コミュニティーですとか、あるいは教育という

ふうな切り口の社会貢献に関するイベントとか

プロジェクト、これに参加した方に振り出しを

しているわけです。要するに換金ではなくて、

スタートはそういうところから振り出しが入っ

ていって、最終的には現金決済とするという流

れになるわけでありますが、こういうやり方も

あるということを考えますと、やはり一つの商

店街の活性化だけでなくて、もう一工夫のプレ

ミアムというか、得るものを想定しながら組み

立てていったほうがいいのではないかなという

ふうに考えております。 

  これは高田馬場からスタートしているんですけ

れども、実は埼玉県にも沖縄にも愛知県にも北

海道にも宮城県にもこれ流通というか拡大して

いるんです。制度設計が非常によかったんだろ

うなというように思いますが、こういったとこ

ろも参考にさせていただきながら、これから勉

強させていただければというふうに思っていま

す。 

○海老名 悟議長 堤議員。 

○１２番（堤 郁雄議員） 今、愛の商品券の話が

出たので単純に換金の話をしましたけれども、

本来はそういった形で発行しているんですよね。

だから、ただその場合だと目的が例えば介護で

あるとか教育であるとかというそういうところ

に限られてくるので、そういった方々にしか行

き渡らない。大事なことは、やはり出たものは

例えばその地域の中できちんとどこででも使え

るような、つまり通貨と同様の価値が与えられ

るかどうかだというふうに私は思います。その

中でどういった制度設計できるかだと思います

ので、どうか検討をよろしくお願いいたします。 

○海老名 悟議長 以上で12番堤郁雄議員の一般質

問を終了し、暫時休憩いたします。 

  再開を３時20分といたします。 

 

午後 ３時１０分 休  憩 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

午後 ３時１９分 開  議 

 

○海老名 悟議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  この際、お諮りいたします。 

  本日の会議が定刻の午後４時まで終了しない場

合、会議時間を日程終了まで延長することにし

たいと思いますが、御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○海老名 悟議長 御異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議を日程終了まで時間を延長

することに決まりました。 

  次に進みます。 

  一つ、地域活性化・地域住民生活等緊急支援交

付金（地方創生先行型）の事業成果について、

20番髙橋英夫議員。 

  〔２０番髙橋英夫議員登壇〕（拍手） 
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○２０番（髙橋英夫議員） こんにちは。日本共産

党の髙橋英夫でございます。２日目の最終の番

ということで、皆さんの集中力が極限まで下が

っているというような状況かなというように思

いますので、インジケーターがレッドから少し

イエローになるようにいい質問、議論をさせて

いただきたいというふうに思っておりますので、

よろしくお願いいたします。 

  さて、私、９月議会で、高知県庁の本気の取り

組みということで紹介させていただいた事例が

ございました。どんなやつだったかなという方

もあるかと思うので、少しもう一回改めて触れ

させていただきますが、有名な橋本大二郎知事

の後継に当選した尾﨑正直知事という方が、高

知県がどんどん人口の減少が激しいと、このま

まではもう本当に消滅するということで、そう

いう危機感から不退転の決意で、高知県の産業

振興をどうしてもしなければ高知県の再生はな

いというふうなことで高知県産業振興計画とい

うものを立ち上げて、それを本物にするために

いろいろな仕掛けをした。１つは、外部委員250

人を投入して川上から川下までと言われるフロ

ーを、それを具体化する、それを追求する官民

協働によるフォローアップ体制、フォローアッ

プ委員会といった実行体制を充実させて、ＳＷ

ＯＴ分析、ＰＤＣＡサイクル等を用いた具体的

な政策、そして御本人の本気の意気込みが県庁

職員に伝播して活気にあふれているというよう

な内容を御紹介いたしました。その成果として、

農業、林業、水産業、商工業、観光業の全てに

おいて生産高や取引高などの数値が向上してい

る、加えて高知県への移住者もふえているとい

うふうな現実に起きている話を御紹介させてい

ただきました。 

  さて、私たち米沢市の市政におきましても、さ

まざまな計画が次々と立案されております。先

日、工業振興計画の議論がございました。その

ときに私、ＰＤＣＡサイクルという言葉が出て

いるけれども、このチェックというのは一体ど

ういう体制でやるのかという質問をしましたと

ころ、商工課長は、これは商工課の課内でやる

というふうな回答でございました。ただ、私は、

高知県のこういう例を言ったときに、担当して

いる商工課の課内だけでこのチェックというの

は十分できるのだろうか、非常に案件が多い中

で、仕事が多い中で非常に厳しいのではないか

なというふうな印象を受けたところです。 

  私たち議員は実は行政のチェックをするという

役目がございますので、商工課では不十分でな

いかというふうに思うのであれば、私もこれは

少しそういうふうな機能を発揮するということ

があってもいいのかなと思いまして、今回は地

域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地

方創生先行型）のこの案件についての振り返り

をしたいと思ったわけです。 

  この案件は、この４月19日には総務文教常任委

員会で、それから４月25日には市政協議会にて

話された議論になったものです。ただ、市政協

議会等の時間も制約がある中で、記憶のある方

もあるかもしれませんが、Ａ４、２枚のシート

の中に18件の案件が盛り込んでございます。 

  その事業の総額が１億2,500万円ですね。計画

額が１億2,500万円ですが、実績額が9,765万円

ということで、不用額が2,700万円余り。この案

件についての議論があったわけですが、今振り

返ってみますと、十分な検討ができたかといえ

ば、不十分だったなと思いまして、この１億

2,500万円という計画額というのは市の財政の規

模380億円からするとわずかな金額かもしれませ

んが、このように国から10分の10でおりてくる

補助金、こういったものがどのように有効に活

用されたかということを検証することは非常に

大事ではないかというふうな観点から、今回、

質問の項目に上げさせていただきました。 

  ただ、18項目ありますので、この時間で18項目

は非常に厳しいということで、比較的金額が大
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きかった事業、それから私がこれからさまざま

市政に対して提言をしていきたいというふうな

ことに関係するような項目ということで、７項

目に絞らせていただきました。 

  その１つ目は、バイオ工業拠点形成事業につい

てです。 

  そして２つ目は、米沢地域人材確保・定着支援

事業について。 

  ３つ目が、外国人観光客にも優しい観光地域づ

くり事業について。 

  ４つ目は、空き家利活用支援事業について。 

  ５つ目は、まち歩き観光等促進事業について。 

  ６つ目、合宿誘致事業について。 

  ７つ目は、新規就農者支援事業について。 

  18項目のうちこの７つをとりあえず今回ピック

アップして質問いたします。 

  なお、聞き取りに当たっては、回答の際、１つ

目、事業の概要について。２つ目、事業の成果

について。そして数値的に費用対効果等を分析

できるものについてはそれについても触れてい

ただきたい。３つ目、現在その事業はどういう

状況で進捗しているか。４つ目に、継続性、発

展性、そして今後の見通しはどうか。この視点

を加えて回答していただきたいということを聞

き取りにてお願い申し上げました。 

  壇上からは以上申し上げまして、この項目の回

答を聞きながらまた質問席から応酬させていた

だきたいと思います。以上です。 

○海老名 悟議長 我妻企画調整部長。 

  〔我妻秀彰企画調整部長登壇〕 

○我妻秀彰企画調整部長 私からは、事業の全体総

括と（４）の御質問についてお答えいたします。 

  初めに、国が進める地方創生につきましては、

平成26年11月にまち・ひと・しごと創生法、地

域再生法の一部を改正する法律の関連法案が成

立し、同じ平成26年度末の国の大型補正により、

各都道府県、各市町村に配分されたのがこの地

域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金、い

わゆる地方創生先行型交付金であります。 

  この交付金は対象事業へ100％補助されるもの

であり、当初配分された金額を平成26年度から

昨年度に繰り越しをし実施したものが17事業、

さらに上乗せとして申請を行い採択された１事

業を加えて、計18事業を地方創生の趣旨に沿い

実施したものであります。 

  議員から御質問いただいております個別事業の

具体的な内容については、この後御説明を申し

上げますが、本市の特性を生かした内容の事業

を実施することができ、非常に有益であったと

感じております。 

  今年度からは、この地方創生先行型交付金のよ

うに、国から配分される形式のものではなくな

り、国が設定した要件、先駆性、自立性などを

満たす内容について、採択された事業にのみ交

付される形に内容も変わってきました。本市に

おきましては「米沢ブランド戦略事業」が採択

を受けて現在事業を進めているところでありま

すが、今後も、国の交付金を可能な限り活用し、

本市の特性を生かした地方創生を進めていきた

いと考えております。 

  次に、（４）の空き家利活用支援事業について

お答えいたします。 

  地方創生先行型を活用して昨年度実施した空き

家利活用支援事業につきましては、市内の空き

家の利活用と移住・定住人口の増加を図るため、

居住を目的に空き家をリフォームし住宅機能を

向上させた方に対して、50万円を上限にリフォ

ーム費用の３分の１を補助したものであります。 

  空き家のリフォーム補助申請は10件あり、うち

１件は市外からの移住世帯であったことから、

地方創生に一定の効果があったものと考えてお

ります。しかし、他のリフォーム補助等の類似

制度もあったことから不用額を生じ、今年度か

ら市の単独事業として支援内容を空き家の購入

補助に見直ししております。 

  この制度は、居住を目的に空き家を購入された
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個人の方に対して購入費用の一部を補助するも

ので、７月に実施した第１回目募集には４件の

申し込みがあり、第２回目募集は年明けの１月

に実施しますが、既に申請問い合わせを数件い

ただいております。また、空き家を増改築また

はリフォームされた方に対して工事費用の一部

を補助する住宅リフォーム総合支援事業費補助

金制度等も併用することができますので、これ

らを積極的に活用いただきながら、今後とも市

内の空き家の利活用の促進と移住・定住人口の

増加を図ってまいりたいと考えております。 

  私からは以上です。 

○海老名 悟議長 山口産業部長。 

  〔山口昇一産業部長登壇〕 

○山口昇一産業部長 それでは、私から、初めにバ

イオ工業拠点形成事業についてお答えをいたし

ます。 

  本事業は、山形大学工学部の研究シーズを核と

して、大学発のバイオ系ベンチャー企業、アプ

リザイムという会社でございますが、微生物を

利用してＰＣＢや河川汚染及び土壌汚染物質で

あるジオキサン類などの有害物質を無害化する

製剤の製造に向けて民間企業と共同で研究開発

したものであります。 

  成果指標として、雇用の創出２名、有用微生物

の検体採取５カ所、知的財産、特許を含めて２

件、微生物由来のＰＣＢ無害化用製剤の生産量

２キログラムを設定をして事業を実施した結果、

雇用の創出のほか、新たな有用微生物の検体採

取と知的財産は達成できましたが、特許の使用

許諾の関係から無害化用製剤の製造が実施でき

ずに達成できなかったというふうに報告を受け

取っております。 

  現在は、特許の使用許諾に係る問題について基

本合意がなされ、最終的判断を待っている状況

でありまして、平成29年度中にはＰＣＢを無害

化する製剤のサンプルを製造し、協力企業への

提供を予定しているところであります。 

  今後の展開といたしましては、本格実用化を目

指して微生物を工業的に培養し製剤化する技術

の確立や生産体制の構築を図っていくほか、こ

れらを活用した土壌や水の浄化ビジネスなどの

新たな分野への事業展開も見据えており、今後、

新たな地域産業が創出されるものと期待をして

おります。 

  次に、米沢地域人材確保・定着支援事業につい

てお答えいたします。 

  この事業については、少子高齢化を伴う人口減

少が進む中、地域の学生の地元企業への就職と

大都市圏へ転出した若者の呼び戻し、いわゆる

Ｕターン・Ｉターン等により市内労働力を確保

するとともに、就職した若者の職場の定着を図

るため、米沢商工会議所が中小企業庁の補助採

択を受けて平成25年度に開始をした事業であり、

昨年度は地方創生先行型交付金を活用して継続

実施をしたものであります。 

  事業内容としては、高校生や大学生とその保護

者を対象とした企業見学会や座談会などの開催、

進学等で首都圏に転出した若者をターゲットと

した東京での就職相談会の開催、ウェブサイト

による求人情報システムの構築、大学と地域企

業が連携をした学生のインターンシップのあっ

せんなど、学生や保護者に地域の企業の魅力を

知ってもらうための多面的な取り組みを展開し

てきたところであります。 

  また、地域内の企業で働く若年労働者を対象と

したセミナーの開催等により、企業への人材定

着にも取り組んでまいりました。 

  本事業は、市内への就職をふやし、若者の定着

を図ることが事業の目指すところでありますの

で、成果指標ＫＰＩとして、高校卒業後の域内、

いわゆるハローワーク米沢管内の東南置賜２市

２町でありますが、ここへの就職率、卒業者全

体の中で占める割合を30％、地元大学生の域内

への就職者数を20人、ＵＩＪターンの相談・紹

介・マッチング件数70件、セミナー、ガイダン
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スなどの参加者総数500名と設定をして事業を行

ってまいりました。 

  結果、平成27年度の卒業生の域内就職率は、高

校生でありますが、16.5％となりました。地元

大学生の域内就職者数は31名、ＵＩＪターンの

相談・紹介・マッチングなどの件数は266件、セ

ミナー、ガイダンスなどの参加者数は1,796人と

なるなど、地元高校生の域内就職率のほかはＫ

ＰＩを達成したところであります。 

  しかしながら、市内への定着・回帰という特性

上、即効性を求めにくい面がありますので、本

事業については、今後とも引き続き、事業内容

のブラッシュアップを図りながら継続的に取り

組んでいくことが重要であるというふうに考え

ており、今年度は本市単独事業として継続実施

をしております。 

  また、人材の確保・定着に向けては、山形大学

のＣＯＣ＋事業を初め、経済的事情で大学進学

が困難な若者の学業と仕事を両立できるような

仕組みづくりの検討など、市内でもさまざまな

取り組みが進められているところであり、これ

らの実施主体とも連携を深めながら、地域が一

丸となって本市の未来を担う有為な人材の確保

に努めていきたいと考えております。 

  次に、外国人観光客にも優しい観光地域づくり

事業についてお答えいたします。 

  外国人観光客に対応した受け入れ体制の整備を

図り、今後の誘客促進につなげていくため、昨

年度、地方創生先行型交付金を活用し４つの事

業を実施してまいりました。 

  １つ目は、インバウンドに対応した観光情報誌

として、るるぶの特別編集「米沢まち歩き」を

５万部作成をいたしました。これは表紙面から

は日本語、裏表紙面からは英語で編集をしたも

ので、市内観光施設や観光案内所だけでなく、

特に首都圏からの外国人観光客の誘客を促進す

るために、東京駅に直結をした「東京シティア

イ」と浅草にある商業施設「まるごとにっぽ

ん」にも設置をしていただいたところでありま

す。既に在庫がなくなってきていることから増

刷についても検討し、一層の誘客促進を図って

いきたいと考えております。 

  ２点目は、観光案内板の多言語表記作成を行っ

ております。ＪＲ米沢駅や主要観光施設周辺に

設置をしてあるマップ看板を、日本語のほかに

英語、繁体字、簡体字、韓国語の４つの言語に

併記をいたしました。また、史跡や旧町名の由

来を説明している城下町散策看板にも英語表記

をつけ加えたところであります。 

  ３つ目は、外国人観光客が日本国内で一番不便

に感じることに、自分の携帯で国内携帯キャリ

ア等との通信契約ができないためネット環境が

使えないことが挙げられていることから、市内

の民間施設に無料公衆無線ＬＡＮ、いわゆるＷ

ｉ－Ｆｉの通信環境の整備促進を図るため、米

沢観光コンベンション協会に業務委託をし、設

置補助事業を行いました。訪日外国人旅行者の

通信環境の利用意向として、ＳＩＭカードやモ

バイルＷｉ－Ｆｉルーターの需要もあることな

どから、相互に補完し合いながら通信環境の改

善が図れるよう、今後とも環境整備を行ってい

きたいと考えております。 

  ４つ目は、現在の旅行は、邦人、外国人に限ら

ずタブレットやスマートフォンなどでみずから

調べ行動することが主流となってきていること

から、本市の観光情報をリアルタイムに多言語

で発信できるウェブサイトの構築をするため、

米沢市国際交流協会に業務委託をし、多言語ホ

ームページを作成をいたしました。現在も継続

して国際交流協会に運用業務を委託し、本市の

トピックを多言語情報として発信をしていただ

いております。 

  さらに、これらの取り組みを生かしながら、着

実な誘客につなげていくため、今年度は地方創

生加速化交付金事業の採択を受けまして、米沢

ブランド戦略事業として、米沢型インバウンド
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推進事業を進めております。具体的には、市内

に宿泊された外国人の方にマーケティング調査

を実施し、課題や観光資源の洗い出しをし、そ

れを反映させたインバウンド誘致計画を策定す

ることにしております。プロモーション活動と

いたしましては、台湾での本市の認知度を高め

誘客促進を図るため、米沢観光コンベンション

協会と連携をし、ことし10月に台北温泉まつり

に出展し観光ＰＲを行ってまいりました。ほか

には、在日外国人を対象にしたモニターツアー

を11月に１回実施をし、来年２月には２回目を

実施する予定にしております。さらに、国際交

流協会とも連携し、留学生等を対象にしたモニ

ターツアーも実施をしてまいります。また、今

年度は東北観光復興対策交付金も活用し、会

津・置賜広域観光へのインバウンド推進を図る

ため、先ほど申し上げましたるるぶの特別編集

でありますが、「米沢・喜多方・会津若松広域

編」の作成に取り組んでおり、観光情報の発信

に努めていくところであります。 

  来年度も、これまでの取り組みをさらに成果に

結びつけていくために、国の交付金等を積極的

に活用しインバウンド観光を推進していきたい

と考えております。 

  次に、まち歩き観光促進事業についてお答えを

します。 

  地元ガイドと一緒にまち歩きができる仕組みづ

くりを行うため、米沢観光コンベンション協会

に業務委託をし、市内においてさまざまな地域

づくり活動を行っている団体６団体にまち歩き

観光プランを造成していただき、それを「米沢

まちあるきガイドブック」として一元的に情報

発信し、予約申し込みができるウェブサイトを

構築いたしました。 

  合計18コースが造成され、まち歩き観光のツー

ルとして活用されております。今年度において

は、インターネット等からの申し込みが31件ご

ざいました。直接団体の申し込みもあり、この

まち歩きコース以外でのガイドも行われており、

少しずつではありますが、広がりを見せている

ところであります。また、協力いただいている

６団体の現地研修と意見交換会も開催をして、

情報共有を図っております。 

  個人で思い思いにまち歩きを楽しみたい方々に

は、市内循環バスと路線バスを二次交通として

活用していただくために、観光施設周辺のバス

停と循環バスの時刻表を組み合わせました「バ

スでよねざわめぐり」というマップを作成し、

市内観光案内所や観光施設、宿泊施設に配布、

設置をしていただいております。 

  次に、新規就農者支援事業についてお答えいた

します。 

  この事業の概要については、本市農業の未来を

担う農業後継者の確保と若者等の地方への還流

を促進するため、新たに就農を志向している

方々の就農初期の事業に対して支援を行うこと

で、本市農業の安定的かつ持続的な発展に寄与

するものとして、農用地の賃借料、農業機械の

賃借や購入の費用に対し補助を行ったものであ

ります。 

  事業の成果といたしましては、目標といたしま

したＫＰＩ指標で、新規就農者７名に対してこ

れは達成できませんでしたが、本事業の利用実

績では８名の利用がありました。 

  費用対効果の面では、当初計画額585万円に対

し、460万円余りの残余を残す結果となりました。

この要因としては、賃借料の補助に上限を設定

したために十分な支援ができなかったこと、ま

た国や県の補助事業の対象にならない農業機械

の購入支援については、当初こちらで想定をし

た額よりも低価格なものがその申請の中心であ

ったことによるものであります。事業を実施す

る前に新規就農者が望んでいる支援の内容を的

確に捉えていることが重要だったというふうに

自己反省もしております。 

  次に、現在の進捗についてでありますが、今年
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度の新規就農者支援については、国の青年就農

給付金、経営体育成支援事業、青年等就農資金、

県の元気な女性・若者ビジネス応援事業、本市

においては米沢市未来を拓く農業支援事業等、

既存の補助メニューにより、新規就農者や若者

への支援を継続して進めているところでありま

す。 

  なお、事業の継続性と発展性につきましては、

新たに就農を志向する方々や既に就農している

方々の意見を集約する場などを設けるなど、対

象者が真に求めている支援の内容を精査をし、

本市の単独事業について、より効果が高まるよ

うな支援策を今後検討していきたいというふう

に考えております。 

  私からは以上です。 

○海老名 悟議長 大河原教育長。 

  〔大河原真樹教育長登壇〕 

○大河原真樹教育長 私からは、合宿誘致事業につ

いてお答えいたします。 

  合宿誘致事業は、スポーツツーリズムの一環と

して、県外の大学運動部の合宿を平成21年度か

ら本市に誘致しているものであります。 

  昨年度は本市の合宿地としての優位性を高める

ことを目的として、地域活性化・地域住民生活

等緊急支援交付金事業を活用し、宿泊の補助を

従来の1,000円から2,500円に増額し、また宿泊

施設と練習を行う施設間の移動においてタクシ

ー等を利用した場合に、経費の３分の２を補助

いたしました。 

  今年度は、宿泊の補助を従来の1,000円に戻し

交通経費の補助をなくしたところでありますが、

サッカー、スキー、フェンシングの競技におい

て７大学で延べ1,024泊と、宿泊数が昨年度の２

倍強に増加したところであります。 

  これは、昨年度、合宿に参加いただいた大学に

おいて、本市の合宿地としての優位性を御理解

いただき、他の大学への紹介や勧誘などにより

新規に参加いただける大学がふえたことや、合

宿の長期化によるものと大変喜んでいるところ

でございます。 

  また、この合宿誘致事業は大学の夏季休暇期間

である８月から９月に集中しており、宿泊され

た民間施設からも宿泊の閑散期でもあることか

ら大変ありがたいとの声もいただいているとこ

ろであります。 

  経済効果の面では、大学生や監督、コーチも含

め１人当たり宿泊や飲食代等で１日１万円程度

を消費しているようですので、経済効果にも好

影響を与えているものと認識しております。 

  今後も引き続き合宿誘致事業を推進してまいり

たいと考えているところです。 

  私からは以上です。 

○海老名 悟議長 髙橋英夫議員。 

○２０番（髙橋英夫議員） ４月の総務文教常任委

員会並びに市政協議会のときの配付された資料

のこのタイトルがこういった事業の不用額につ

いてというふうな文言でございまして、先ほど

申し上げましたが、１億2,500万円の計画額に対

して実績額が9,700万円余りで、不用額が2,735

万円ということでしたね。 

  財政再建ということで一生懸命削る場所はない

かということで随分議論がある中でのこの10分

の10の補助金、結果として2,700万円余りが不用

額だったということについては、大変もったい

ない話だったなというふうに私は今思っている

んですね。 

  それで、この全体を見渡しますと、ほぼ満額使

った事業が18事業のうちの４事業です。それか

ら、超過した事業も２事業ございます。それか

ら、返還するということになったのが12事業だ

ったんですね。これ超過した事業というのは一

体どうなるの、これ負担額はとお伺いしました

ら、これは18事業の中で融通できると、そうい

う性質の補助金なんだということをお伺いしま

したが、財政課長、それでよかったですか。今

の件、つまり融通できるという。 
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○海老名 悟議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 大きな枠でいただいてお

りますので、その中で動くということは可能で

ございました。 

○海老名 悟議長 髙橋議員。 

○２０番（髙橋英夫議員） そのことを伺ってちょ

っと私は残念だなと思ったんですけれども、ト

ータルで2,700万円ぐらいの不用額が出たという

ふうなことについて、これいつの段階で余りそ

うだということについて気がつかれたんでしょ

うか。 

○海老名 悟議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 補助をするものであると、

なかなか年度末近くにならないとどれぐらいの

補助申請をいただくかというのがわからないと

いうようなところもありまして、もう既にある

程度年明けぐらいの時期になるとおおよその見

込みがついたものもあったところでありますが、

その時点からはなかなか増額して事業に転換す

るということが難しいというようなところで、

御指摘のとおり、もっと利用をしてきちんと使

い切るというようなところが、もうちょっと早

目に動いて調整できればよかったなと反省して

いるところでございます。 

○海老名 悟議長 髙橋議員。 

○２０番（髙橋英夫議員） では、具体的にお伺い

しますが、例えばバイオ工業拠点形成事業にお

いては900万円余り不用額が出ました。この大変

大きな金額が不用額になったという要因は何だ

ったんでしょうか。 

○海老名 悟議長 山口産業部長。 

○山口昇一産業部長 先ほど答弁をさせていただき

ましたが、もっと明確にお話をすればよかった

なというふうに思います。これはもともとは大

学発ベンチャー企業が、ＪＳＴ、要するに国の

研究機関の指定を受けて研究をスタートをさせ

てきたものを引き継いだものであります。著作

権についてＪＳＴと大学との移転の関係が27年

度中にできなかったことによりまして、最も金

がかかりますＰＣＢ無害化用製剤の生産ができ

なかったというところが大きな要因でございま

す。 

○海老名 悟議長 髙橋議員。 

○２０番（髙橋英夫議員） そのできないというふ

うな結果といいますか、方向性というか、それ

は何月ごろわかったんですか。 

○海老名 悟議長 山口産業部長。 

○山口昇一産業部長 これにつきましては、これも

先ほど企画調整部長が申し上げたような時期の

同じようなタイミングだったというふうに思っ

ております。 

  この事業は先行型の中でも追加募集があって手

を挙げた事業でございましたので、年度の途中

からスタートしてございました。年明けてから

実はこういうことでちょっと難しいという話を

承ったように記憶をしております。 

○海老名 悟議長 髙橋議員。 

○２０番（髙橋英夫議員） 質問の冒頭で、前回質

問しました高知県の例を私はあえて振り返って

お話ししたのは、結局こういう事業について、

現場、具体的にはこれは山大のベンチャーです

けれども、そちらにお任せをして、途中どうな

っているかということについて強い関心を持つ

立場の行政の担当者がいないということなので

はないかなと心配をしているんですね。例えば

このバイオの事業については、商工課の中でど

なたかちゃんと張りつきといいますか、これを

追っかけるというふうな立場の方はおられたの

でしょうか。 

○海老名 悟議長 山口産業部長。 

○山口昇一産業部長 27年度事業でございましたが、

その前に、商工課の職員で山形大学のほうに出

向といいますか派遣をした職員がございます。

今も企業誘致担当でやっておりますが、彼が山

大とのパイプ役というふうな格好で、この事業

についても担当をいたしておりました。 
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○海老名 悟議長 髙橋議員。 

○２０番（髙橋英夫議員） そういう方があっても

結局年度が終了するわずか二、三カ月前にしか

そういった事態がわからなかったのでしょうか。 

○海老名 悟議長 山口産業部長。 

○山口昇一産業部長 結果としてそういうふうな状

況になってしまったわけであります。この事業

については、いわゆるアプリザイムというふう

な大学発ベンチャーと大学があって、さらにＪ

ＳＴという国の機関があって、さらにタイアッ

プしている民間企業、大手の企業さんなんです

が、があって、その中身について事細かく詳細

をなかなか把握できなかったというふうなちょ

っと弱みもあったかなというふうに反省はいた

しております。 

○海老名 悟議長 髙橋議員。 

○２０番（髙橋英夫議員） だから、結局高知県の

例を何回も言って悪いんですけれども、フォロ

ーアップ委員会のようなものを高知県ではつく

ってしっかり川上から川下までの面倒を見てい

るというか、点検をする、そういった体制があ

るということでＫＰＩが上がっているというこ

とですので、やはりそういう体質というか、あ

り方というのを本当に深く学ぶ必要があるのか

なと思うんです。 

  では、もう少しお伺いします。このバイオの事

業は、説明をお伺いしますと非常に未来が明る

いといいますか、大きな未来ですし、これが本

当に事業化したら大変な事業になるなというふ

うな印象を持っておりますが、これマーケティ

ングというのはどなたがやっていらっしゃいま

すでしょうか。 

○海老名 悟議長 山口産業部長。 

○山口昇一産業部長 マーケティングにつきまして

は、一緒に共同で取り組んでまいりますその大

手のメーカー企業でございます。 

○海老名 悟議長 髙橋議員。 

○２０番（髙橋英夫議員） そのマーケティングで

出たこの事業の市場規模、これは多分全世界に

広がる規模だと思うんですが、市場規模がどれ

だけ……、金額的に言ってそれは出ていますか。 

○海老名 悟議長 山口産業部長。 

○山口昇一産業部長 済みません。そこまでの細か

い数値は今ちょっと手元にございませんので、

具体的な数字はちょっと申し上げにくいところ

であります。 

○海老名 悟議長 髙橋議員。 

○２０番（髙橋英夫議員） もしその市場規模が本

当に金額的にわかって、そういうふうな市場規

模に向かう生産規模、そしてそこで雇える人数、

こういったものが明確になればもっともっと取

り組みに熱が入るのではないかと思うんだね。

そういうことが非常にやはり任せ切りになって

しまっているという現状から来ているのかな。

つまり、担当がいるのであれば、本当にマーケ

ティング、市場規模は幾ら、もし実現したら雇

用は何人というところまできちんと把握して、

これが実現するなら本当に汗をかかなくてはい

けないというような気持ちになるような、そう

いった姿勢になるような仕事のありようが必要

なのではないでしょうか。 

  空き家のほうも先ほど反省しているという話が

ありましたが、500万円を超える不用額が出てお

りますが、これについてはいつぐらいの時期に

これは余るぞというふうなことをやったんでし

ょうか。 

○海老名 悟議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 何回かに分けて申請時期

を設けまして、当初の予定ですと、12月が最終

の申請の予定というところで設定したところで

ありますが、予定件数には満たなかったという

ようなところで、１月まで申請時期を延ばして

業界の方にもＰＲはさせていただいたところで

ありますが、件数としては、結果的には約半分

にしか達しなかったというところでございます。 

○海老名 悟議長 髙橋議員。 
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○２０番（髙橋英夫議員） ほかにも何事業かで不

用額があります。多分その事業によって早くわ

かった事業もあれば、ぎりぎりになってわかっ

たという事業もあると思うんですが、基本的に

企画調整部のほうで全体の事業の多分調整をや

っておられると思います。この不用額問題何と

かしなくてはいけないのではないかということ

で、例えば組織横断的に産業部長とかあるいは

担当課のメンバーで、組織横断的にこの不用額

を何とかしなければいけない、有効活用すべき

ではないかというふうなテーマでの話し合いは

持たれたのでしょうか。 

○海老名 悟議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 先ほどと若干重複します

が、１月になりまして事業を所管する課のほう

には問い合わせをさせていただきました。こち

らの事業が余りそうなので、事業としてもう少

しボリュームアップできないかというようなと

ころでありますが、残念ながら、年度的に後半

のほうに最終的な取りまとめの段階に入ってい

るという事業がほとんどでございましたので、

年度内に成果を２カ月ぐらいで出すことがなか

なかできなかったというようなところでありま

す。もう少し時期を早めてそのような調整も段

階を踏んでやるべきだったというところで反省

をしているところでございます。 

○海老名 悟議長 髙橋議員。 

○２０番（髙橋英夫議員） 例えばこれ18事業を見

渡したときに、「簡易着物の製作及び着物ｄｅ

まち歩き（仮称）」等での着用促進という事業

がございますね。これ実際には超過しておりま

すよ。250万円という計画額に対して312万円と

いうことで、超過していると。つまり使いたか

ったんだというような事業なのかなと思うんで

すね。例えばこれ２ピースの着物ですよね、つ

くったのは。この着物を例えば事業最終盤であ

っても、じゃあもっとつくっていいぞというふ

うな話であれば、この事業をした方は非常に喜

んだのではないでしょうか。その着数がふえる

ということもそうだし、米織の生産している皆

さんも加工している皆さんも非常に喜ぶ。そし

てたくさんつくれば活用もまた大きく展開でき

るという意味で、例えばそのようなことはでき

たのではないでしょうか。 

○海老名 悟議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 今、例にされた着物の関

係につきましては、単なるそのものをつくるの

ではなくて、それを着て実際にまちの中を歩い

ていただくというソフト事業も加えての１つの

事業として国のほうから認めていただいている

というものであります。したがいまして、冬に

なってもう３着、４着つくるかと、それだけで

はなかなか当初の計画には当てはまらないとい

うようなところで、そのようなことができれば

本当はよかったわけですが、そんな理由もござ

いまして今回は当てはまらなかったというよう

な状況でございます。 

○海老名 悟議長 髙橋議員。 

○２０番（髙橋英夫議員） 私は、本当はそれは多

分国との交渉も含めてできたのではないかなと

思うんですが、いずれにしろ、この不用額の問

題について、やはり今後もこのようなことがあ

ると思うんです。10分の10で来て、途中まで来

たけれども、このままではどうもこっちの事業

がうまくいかないぞといったときに、融通して

もっと欲しい事業があれば早くから組み直すな

りをして有効に活用するというふうな手法は多

分あったんだろうというふうに思われますので、

こういう財政の厳しいという中で、せっかくい

ただいている国の交付金を最後の最後まで有効

に活用するというふうな姿勢でぜひ今後とも、

この手法は非常に重要な問題だと思いますので、

総括をして次に生かしていただきたいと、改善

をしていただきたいというふうにお願いしたい

というふうに思います。 

  次に、人材育成のことについて、ちょっと横断
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的な話になるかもしれませんが、お伺いしたい

と思います。 

  先ほど事業内容ございました。1,300万円ぐら

いのトータルでの事業なんですけれども、先ほ

ど部長がおっしゃられたさまざまな事業に対し

てどのぐらいの費用を使われたか、ちょっと具

体的に五、六項目でいいですので、教えてくだ

さい。 

○海老名 悟議長 山口産業部長。 

○山口昇一産業部長 27年度ですが、全体で1,389

万5,000円の事業費でございます。この内訳とし

ては、大まかに分類しますと、人件費や一般管

理が489万5,000円、900万円分が事業費というふ

うな格好になっております。 

  細かく申し上げるとこれちょっと時間を要して

しまうんですが、例えば市内の高校生、大学生

等の地元就職促進のための経費としましては250

万円程度、それからＵＩターン促進事業として

は180万円程度、それから定着等人材育成の確立

のための事業費としては70万円程度、それから

地域企業情報の発信事業として180万円程度のよ

うな内訳になっております。 

○海老名 悟議長 髙橋議員。 

○２０番（髙橋英夫議員） 民間事業者の感覚だと

1,300万円は結構大きな金額ですよね。さっきＫ

ＰＩも出されました。高校生の新卒の就職率が

30％の目標に対して16.5％、これだけが未達成

でほかはクリアしたという話で、それは大変よ

かったなというように思いますが、特にやはり

米沢の若者、高校卒業後の就職、それからこれ

は県外からたくさん来られていますが、大学生

の米沢への就職、それから定着というのは本当

に求められていると思います。 

  そういう中で、ちょっとさっき横断的と申し上

げたのは、こういう商工サイドのセミナーや研

修、インターンシップといったものだけではな

くて、学校現場でも大いに取り組みが必要では

ないのかなと思っているところはあるんです。

それは何かと言いますと、米沢の小学生、中学

生、高校生も含めて実際に18歳までここで過ご

すんだけれども、米沢の歴史や観光、あるいは

食べ物などについて本当にじっくり接している

チャンスが少ないのではないかなというふうな

私は印象を持っております。 

  特に、去年こんなことがありました。スポーツ

議員連盟で天元台にトレッキングで行っている

んですが、斎藤社長が、こんなにすばらしいト

レッキングコースが米沢にあるんだけれども、

米沢の子供たちはほとんど来ない。以前は学校

で登山なんかがあって、どの学校も吾妻登山や

ったものだけれども、最近では忙しいのか全く

来てくれないと。そうすると、18歳になるまで

ほとんど米沢の自然、しかもその代表的な天元

台のトレッキングなんかを全く体験しないで大

学に進学すると。そうすると、あなたの地元の

いいところは何かと聞かれても、実体験がなけ

れば語れないような卒業生といいますか子供た

ちなのではないかなと思うんです。 

  その点、これは教育長にお伺いしたいんだけれ

ども、私もっともっと、それは総合学習なんか

もありますから可能性はあると思うんですが、

やはり愛郷心を育てるという意味で、しっかり

と地元のそういったいいものに触れるというこ

とをやるということも、実は人材の育成や確保

という課題と深くつながっているのではないか

なというように思いますが、いかがでしょうか。 

○海老名 悟議長 大河原教育長。 

○大河原真樹教育長 おっしゃられるとおりでござ

います。本当に地元のいいところがたくさんご

ざいます。例えば１つ例を挙げますと、米沢三

中で行っておるんですけれども、ジュニアガイ

ドなんでもやってみ隊ということで、米沢市の

それこそ林泉寺でありますとか、上杉公園であ

りますとか、そこを観光客に紹介すると。みず

からボランティアとして紹介をして米沢のよさ

を広げる等がございます。 
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  ただ、前には本当に全校が、特に中学校全校が

吾妻登山を実施しておりましたが、やはり教育

課程等のいろいろな再編成といいますか、大変

学校が忙しくなっておるというところで、１校、

２校とどんどん登山を取りやめていくというふ

うなことがございました。今現在は学年行事ま

たはＰＴＡ行事で登るということがございます。

全くないということではないのですけれども、

そういう意味では、せっかくの自然環境、そし

て資源をやはり生かしていくというものも大事

な視点だなというふうに思っております。 

○海老名 悟議長 髙橋議員。 

○２０番（髙橋英夫議員） まちおこしで非常に有

名な島根県の海士町という、あそこは島ですけ

れども、あそこの人材育成といいますか、子供

たちをどう育てるかというふうな活動の中に、

プロの塾の講師を町が呼んできて、町に無料の

塾をつくっているんですね。そして、高校生が

一流大学に入るための学力をつけるための勉強

をするということももちろんするんですが、一

方では、フィールドワークとして、その塾が主

体となって島中をずっとめぐって歩いて、この

島が一体どういう人たちによって支えられてい

るのか、この産業はどうやって回っているのか、

あとは移住してきた方たちがどんなふうに活躍

しているかなんていうことをリアルに伝えて、

つまり高校を卒業するまでの過程で、その町が

経営しているといいますか、無料ですけれども

その塾で、子供たちに町の姿を伝えて、そして

いずれは本当にこの島が大好きだというふうな

若者になるようなそういう仕組みづくりもして

いるそうでございます。 

  さて、私の今手元に、皆さんこれは米沢小中学

生新聞というものです。議員の方には必ず毎回

郵送で送られますので、御存じの方が多いと思

います。3,000円の寄附をお願いするというふう

な振り込み用紙も入っていますので、協力され

ている議員の方も多いと思いますけれども、今

回、一番新しい号に非常に感動的な記事があっ

たんです。これは何かといいますと、これは三

沢東部小学校の修学旅行の話なんですが、事前

に自分たちの地元の小野川温泉のことについて

しっかり調査をして、チラシを自分たちで自作

をして、上野駅の中央改札口前でこのチラシを

まくと。そして、小野川温泉は何県にあるので

しょうかというシールのアンケートかな、シー

ルを張りつけるんですね。１番は宮城県、２番

は山形県、３番福島県、どうでしょうというこ

ういったクイズなんかもしながらというふうな

ことをやってきたという事例が載っていました。

非常にこれおもしろいなと思ったんですね。 

  何かといいますと、やはりこれまでなかなか地

元のことを知らなかったという６年生がしっか

り勉強して、そして東京の上野駅前で本当に勇

気を振り絞って人に声がけをして、ぜひ来てく

ださいというようなことをお話をしてきたとい

うんですね。驚くべきことは、これ60数名の方

と対話をしているんですが、そのうちの１名が

実際に来られているんです。米沢に。小野川に。

そして小野川温泉に来たときに、ぜひ三沢東部

小学校に行きたいということで、三沢東部小学

校まで来てくれたというふうな記事がこの中に

あって、非常に私は感動を持って読ませていた

だきました。 

  この記事に触れる前に、実は、私、ある歴史の

好きな市民の方から、いや、実は姫路市に行っ

て真田丸のゆかりの場所に行ったら、そこでは

子供さんがガイドしていると言うんですよ。さ

っき三中の話をしましたよね。そうすると、子

供さんのガイドについては本当に観光客が非常

に集中して話を聞いている、すばらしいと。そ

れを米沢でもしたらどうかという話があってこ

の話を読んだものですから、ああこれ学校の教

育であったりあるいは人材育成ですね、本当に

まさに。そして、この参加した子供たちも本当

に大きく成長したということをみずからも書い
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ておられますし、先生方も評価されています。

非常にいい実践だなというふうに思いました。

改めて、教育長、いかがですか。 

○海老名 悟議長 大河原教育長。 

○大河原真樹教育長 三沢東部小学校の修学旅行に

つきまして、きのう髙橋議員から新聞をお借り

して読ませていただきました。 

  まず、この取り組みのすごいところは、意欲づ

けなんだなというふうに思います。子供たちが

とてもおもしろそうだというところからスター

トして、人に聞いたりネットで調べたりと一人

学びをして、みんなで全力でやった、疲れたけ

どいい気持ちだったという充実感を持っている。

そして、勇気を出して全部で36人にＰＲを聞い

ていただいたと。勇気が出て、そして最後は

「俺たちすげえ」と自分のことを言っていると。

自分が成長したという感想を持っているという、

成長を実感できていると。一緒に引率された校

長先生がまず子供たちの姿に感動したというこ

とと、ふるさとに支えられている立場からふる

さとに貢献する側に立ったという。これはやは

りすごいなと。ちょっとした仕掛けがこうやっ

て子供たちに伝わって、子供たちが一人学びを

して、そして観光客を誘致してくるという。い

や、これは本当にいろいろな意味で市内の学校

に伝えていきたいなというふうに思っておりま

す。 

○海老名 悟議長 髙橋議員。 

○２０番（髙橋英夫議員） それでは、関連してま

ち歩きのこともちょっと引き続き触れますが、

最近ブラタモリという番組が非常に好評で人気

がございます。米沢にもしブラタモリという企

画が来たら絶対私が案内しますからという方が

高校の教師でおられまして、「直江兼続がつく

ったまち米沢を歩く」というこういうパンフレ

ットをつくっておられます。直江兼続のやった

仕事をずっと見て歩くというのに非常に最適な

テキストなんですね。 

  実は、これは「天地人」というのがＮＨＫで放

映されたときに完成していまして、多くの観光

客も手にしております。つくった方に感想を聞

きましたら、あの天地人のときにたくさんの観

光客が来られた。ただ、時間的な制約があった

ものですから、その観光バスでわっとやってき

て、博物館を見て城史苑に回って帰るというよ

うな中での本に触れた方の話なので、つまりこ

れを見て、じっくりその後にその日に米沢を回

るということはできないので、手にした方が、

ああこんなにおもしろい歩き方ができるのだっ

たら改めて米沢に来たいというふうにおっしゃ

ったんですというお話だったんです。こういう

深掘りをするタイプのまち歩き、これをもっと

もっとやはり米沢市は推奨するべきじゃないか

なと思うんです。 

  それをするためには市民自身がしっかりもちろ

ん勉強してスキルを上げなくてはいけません。

しかし、こういうまち歩きができれば、１日で

は足りないから１泊２日で米沢に行こうという

ようなことになって、通過型から滞留型のツア

ーといいますか、そういった観光客の誘致がで

きるというふうになりますね。この本をつくっ

た先生は、いや、本当はこれ米沢市民に読んで

ほしいと思ってつくったんだけれども、むしろ

市外、県外の方のほうがたくさん読んでくれて

いるというようなことで、周知が足りないとい

うこともありますが、ぜひこういったことをま

ち歩きの一つの中心に据えるというのも非常に

おもしろいのではないかなというふうに思って

いるわけです。 

  さて、そのまち歩きに関連しまして、先ほど部

長からお話のありました６団体18コースをつく

ったというまち歩きガイドブック、そしてこれ

はインターネットにも掲載されたということが

ありまして、11月１日に、このサイトを見たと

いうことで栃木県の大田原市から大型バス２台

で米沢市にやってまいりました。その団体が歩
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いたコースは、実は斜平山なんです。斜平山の

トレッキングコースの一部を歩いたんですね。

大田原市からわざわざバス２台で来たんですよ。

斜平山に登りに。しかも、これは大田原市の健

康課の部署が募集をしてやったツアーなんです

が、80名の定員に対して応募が400名あったそう

です。抽せんで選ばれた80名が来たんです。バ

ス２台で。たまたま小雨降りでしたけれども、

大変喜ばれた。 

  ただ問題は、お昼の食事は頂上で自分たちが持

ってきた手弁当だったと。帰り際にちょっと城

史苑に寄ったということですけれども。ただそ

う考えますと、斜平山を含めて、非常に都市部

の人たちからすれば気軽に歩けるあのコースと

いうのは、非常に手軽であるし、２時間半ぐら

いの移動であれば何ら苦ではないというふうな

範囲であるとすれば、これはもっともっとブラ

ッシュアップできることになるのではないかな

と思います。 

  産業部長、例えばですけれども、多分報告で聞

いたと思いますが、このツアーの、今のバスツ

アーの。何かこんなふうにしたらこのツアーが

もっともっとお金が落ちるようなツアーになる

のでないかというふうなアイデアはなかったで

すか。 

○海老名 悟議長 山口産業部長。 

○山口昇一産業部長 いかにしてお金を落としてい

ただくかということは別としまして、11月３日

の市の表彰式のときに、ガイド役を務められま

した石栗先生のほうから今のお話をお聞きをし

ました。体験型としての健康づくりのウォーキ

ング、トレッキングだけでなくて、ガイドによ

って植物の構成ですとかいろいろな学術的なお

話をする。おりた後に東光の酒蔵を回ったり城

史苑にも行かれたそうですが、上杉鷹山を学ぶ

というテーマも一方であったものですから、さ

まざま史跡をめぐりながらガイドしてくださっ

たそうです。参加されたお客様は一様に大満足

してお帰りになったと。城史苑でもいっぱい買

い物してくださったというお話だったんですが、

やはり体験と学ぶという部分が合体するという

ことによって強く印象に残ってくるものだろう

というふうに思いますので、体験、学習が一体

となるようなそういう誘客といいますか、体験

型のコースづくりに努めていきたいなというふ

うにそのときに思った次第であります。 

○海老名 悟議長 髙橋議員。 

○２０番（髙橋英夫議員） 何回か話題になった合

宿誘致の件も非常におもしろい話だなと思った

んです。去年は補助金があって400何泊だったけ

れども、去年がよかったということで、ことし

1,000泊超えたというのは非常にすばらしいなと

思ったんですね。この後どうつなぐかという問

題は今のバスの話とも関連するんですが、そう

やって一度米沢にやってきた人たちが、例えば

さっきお示ししたこういったテキスト、何でも

いいんです。とにかくこんなにおもしろそうだ

ったら、後で合宿終わった後にもう一回来たい

と、あるいはバスのツアーが終わった後また来

たいと思えるようなきっかけを与えてあげれば

いいと思うんですね。そういうような秘策とい

いますか、これはぜひ、今は合宿のほうは教育

委員会担当されていましたけれども、ぜひ横断

的に米沢に訪問された皆さんをどうリピーター

にするか、そしてさらにはそのときには１泊２

日以上の滞留型のツアーをしてくれるような優

良なお客様としておもてなしするかというよう

なことを、ぜひ組織横断的にいろいろ議論する

場をぜひつくっていただきたいなというふうに

思います。 

  以上で質問を終わります。ありがとうございま

した。 

○海老名 悟議長 以上で20番髙橋英夫議員の一般

質問を終了いたします。 
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  散    会 

 

○海老名 悟議長 以上をもちまして本日の日程は

終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

  午後 ４時２０分 散  会 

 


